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日
常
生
活
に
活
気
戻
る

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
づ
け
が
昨
年
５

月
に
２
類
か
ら
５
類
へ
と
移

行
し
て
以
来
、
日
常
生
活
に

活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
と
し
こ
そ
、
本
格
的
な
に

ぎ
わ
い
復
活
の
転
換
の
年
に

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

内
外
情
勢
は
不
透
明

　
し
か
し
、
世
界
各
地
で
多

数
の
疫
病
が
ま
ん
延
し
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
不
安
が
続
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
昨
年

か
ら
続
い
て
い
る
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、
昨
年

勃
発
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ

レ
ス
チ
ナ
・
ハ
マ
ス
の
紛
争

な
ど
、
世
界
的
な
混
乱
は
収

ま
る
気
配
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
国
内
で
も
物
価
高
騰
が
続

き
、
人
口
減
少
に
よ
る
人
手

不
足
問
題
な
ど
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
知
恵
を
絞
っ

て
自
己
革
新
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
へ
の
活
路
を
切
り
開
い

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
の
有
効
活
用
へ

　
幸
い
に
も
当
市
で
は
、
様

々
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
ほ

ぼ
一
段
落
し
ま
し
た
。

　
主
要
施
設
の
供
用
が
開
始

さ
れ
て
い
る
高
度
衛
生
管
理

型
漁
港
・
市
場
と
、
一
昨
年

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
境

港
水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
は
、

水
産
と
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
存
在
感
を
高
め
て
い
ま

す
。

　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

も
活
発
に
運
用
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
境
港
に
は
、
ク
ル
ー
ズ

客
船
が
28
回
寄
港
し
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
の
船
が
同
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
米
子
鬼
太
郎
空
港

で
は
米
子
ソ
ウ
ル
定
期
便
が

復
活
し
、
香
港
便
の
季
節
定

期
便
も
就
航
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
は
大
幅
な
改
良
と
夜
間
演

出
照
明
、
妖
怪
影
絵
が
評
判

を
呼
び
、
こ
と
し
４
月
に
は

水
木
し
げ
る
記
念
館
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
す
。

　
一
昨
年
に
開
館
し
た
境
港

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
・
み
な

と
テ
ラ
ス
も
大
い
に
活
用
さ

れ
、
市
民
図
書
館
も
老
若
男

女
を
問
わ
ず
、
盛
ん
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
を
よ

り
活
発
に
、
そ
し
て
総
合
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
当
市

は
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

積
極
的
な
広
域
連
携
を

　
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
の
行
政
と
経
済
界
は
、
圏

域
の
活
性
化
に
力
を
尽
く
し

て
い
ま
す
。

　
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
ブ

ロ
ッ
ク
経
済
協
議
会
は
、
中

海
と
宍
道
湖
を
介
し
て
８
の

字
の
形
に
つ
な
が
る
高
規
格

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
整
備
に
よ
る

経
済
効
果
を
試
算
し
、
地
域

経
済
の
発
展
に
向
け
、
圏
域

内
に
あ
る
港
湾
、
空
港
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
拠
点
な
ど
の
重
要

イ
ン
フ
ラ
の
連
携
方
策
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
市
の
持
つ
各
種
イ
ン
フ

ラ
を
圏
域
全
体
で
積
極
的
に

利
活
用
す
れ
ば
、
圏
域
が
よ

り
豊
か
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

活
発
な
経
済
活
動
に
期
待

　
昨
年
は
、
商
工
会
議
所
と

し
て
市
内
企
業
の
皆
様
の
要

望
に
き
め
細
か
く
応
え
る
た

め
、
以
前
に
も
増
し
て
日
常

業
務
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
態
勢
は
こ
と
し

も
変
わ
ら
ず
に
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
先
行
き
の
見

通
せ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
当
市
の
経
済
活
動
が

活
発
化
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

に
も
増
し
て
に
ぎ
わ
い
の
出

る
年
と
な
る
こ
と
を
確
信
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

本
格
的
な
に
ぎ
わ
い
取
り
戻
す
年
に

新年を
迎えて

境
港
商
工
会
議
所

　会
頭

堀

　田

　
　收

　
私
は
、
東
京
都
内
で
飲
食

店
を
営
む
両
親
の
元
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
都
立
高
校
卒
業

後
、
日
本
料
理 

な
だ
万
に

入
社
。
そ
の
後
に
カ
ナ
ダ
、

中
国
、
フ
ラ
ン
ス
の
３
カ
国

で
公
邸
料
理
人
と
し
て
10
年

間
、
日
本
の
外
交
活
動
を
食

の
面
で
支
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
現
在
は
、
地
元
の
大
田
区

田
園
調
布
に
会
社
を
構
え
て

出
張
料
理
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ジ
ェ
ッ
ト
機
内
食
、
地
域
活

性
化
支
援
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１
年

４
月
、
Ａ
Ｎ
Ａ
か
ら
鳥
取
県

国
際
観
光
誘
客
課
に
出
向
し

た
木
村
み
ゆ
き
さ
ん
は
、
民

と
官
、
地
域
と
首
都
圏
、
国

内
と
国
外
を
つ
な
ぐ
大
役
を

担
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
海
外
富
裕
層
の
こ
と
を

熟
知
す
る
食
の
専
門
家
と
し

て
県
庁
の
取
り
組
み
に
参
画

し
て
欲
し
い
」
と
お
声
が
け

を
い
た
だ
き
、
初
め
て
鳥
取

県
と
の
接
点
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ご
同
僚
の
千

葉
さ
ん
か
ら
「
境
港
の
㈲
川

口
商
店
、
川
口
社
長
は
カ
ニ

を
取
り
扱
う
プ
ロ
中
の
プ

ロ
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
境
港
の
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

水
揚
げ
量
は
、
日
本
全
国
ナ

ン
バ
ー
１
！
　
川
口
社
長
曰

く
「
カ
ニ
は
茹
で
過
ぎ
ち
ゃ

寄稿

境港フィッシュ（FISH）大使   工藤 英良　

料理と言葉で境港の魅力を

SAKAIMINATO FISH AMBASSADORSAKAIMINATO FISH AMBASSADOR

う
と
身
が
ス
カ
ス
カ
に
。
プ

ロ
が
浜
ゆ
で
し
た
物
は
絶
品

で
す
よ
」。
一
口
食
べ
る
と

論
よ
り
証
拠
。
正
に
腹
落
ち

し
ま
し
た
。

　
身
を
ほ
ぐ
し
て
、
少
し
カ

ボ
ス
を
絞
っ
て
い
た
だ
く
と

美
味
い
！
　
残
っ
た
殻
や
カ

ニ
味
噌
は
、
昆
布
出
汁
と
共

に
煮
て
、
味
噌
を
溶
い
た
ら
、

絶
品
カ
ニ
味
噌
汁
の
出
来
上

が
り
で
す
。
磯
の
香
り
が
口

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
こ
れ
ぞ

〝
口
福
〟
の
極
み
！

　
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｈ)

大
使
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
国
内
外
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
に

境
港
の
魅
力
を
料
理
と
言
葉

の
両
面
で
伝
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　
２
０
１
３
年
、
岸
田
外
務

大
臣(

当
時)

か
ら
優
秀
公

邸
料
理
長
と
し
て
外
務
大
臣

表
彰
授
賞
。
元 

在
フ
ラ
ン

ス
日
本
国
大
使
館 

大
使
公

邸
料
理
人 

㈱
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｙ
Ｏ

代
表
取
締
役 

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
は
「
事
業
承
継
」
全
般
に

関
す
る
個
別
相
談
会
を
毎
月

１
回
、
第
３
木
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
後
継
者
の
い
る
、
い
な
い

に
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
相
談

に
専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
相
談
料
は
無
料
で
、
秘

密
厳
守
。
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。

　
同
相
談
会
１
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
１
月
18
日
㈭
　
午
後

１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
鳥
取
県
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー 

サ

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会

１
月
18
日
開
催
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
商
業
部
会
は

11
月
に
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
、
真
庭
市
の
阪
急
阪

神
百
貨
店
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
社
会
実
現
の
た
め
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
誕
生
し
た
グ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
の
年

頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
工
業
部
会
は
、
第
１
分
科
会

(

鉄
工
業
、
造
船
業
、
機
械
器

具
製
造
・
修
理
業
、
自
動
車
整

備
業)

、
第
２
分
科
会(

木
材
・

木
製
品
製
造
業
、
建
設
資
材
製

造
業)

、
第
３
分
科
会(

食
料

品
製
造
業)

、
第
４
分
科
会(

そ

の
他
の
製
造
業)

で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
干
支
は
甲き

の
え
た
つ辰
で
す
。

甲
は
十
干
の
始
ま
り
で
、
物
事

の
始
ま
り
や
草
木
の
成
長
を
表

し
、
辰
は
草
木
が
伸
長
し
、
活

気
あ
ふ
れ
る
様
子
を
表
し
、
努

力
し
た
こ
と
が
実
を
結
ぶ
年
に

２
０
２
４
年
に
思
う

境
港
商
工
会
議
所
の
部
会
長
・
女
性
会
長
ら
の
年
頭
所
感
を
掲
載
し
ま
す（
順
不
同
）。

水

産

業

部

会

部
会
長
　
山
　
本
　
貴
　
弘

（
境
港
魚
市
場
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）

工

業

部

会

部
会
長
　
岡
　
空
　
晴
　
夫

（
千
代
む
す
び
酒
造
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

商

業

部

会

部
会
長
　
門
　
永
　
康
一
郎

（
㈱
昭
和
船
具
店
代
表
取
締
役
）

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
10
月
に
は
、
第
12
回

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も

の
づ
く
り
連
携
事
業
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
・
展
示
会
が

米
子
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
商
談
・
展
示
会
は
、
境
港
市
、

米
子
市
、
安
来
市
、
松
江
市
、

出
雲
市
の
行
政
、
商
工
団
体
で

組
織
し
た
実
行
委
員
会
が
毎

年
、
持
ち
回
り
で
主
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
も
日
本
全
国
か
ら
多
く

の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
ら
れ
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
圏
域
は
、
65
万
人

近
く
の
人
口
が
集
積
し
、
日
本

海
側
で
は
一
番
の
大
き
な
経
済

圏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
陰
人
の
得
意
な
と
こ
ろ
で

あ
る
「
も
の
づ
く
り
」
の
伝
統

技
術
を
活
か
し
て
、
良
い
商
品

を
作
る
こ
と
が
こ
の
圏
域
の
更

な
る
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
私
の
会
社
も
日
本
酒
、
焼
酎
、

発
酵
食
品
と
い
っ
た
も
の
づ
く

り
の
業
界
で
す
が
、
も
の
づ
く

り
と
は
、
熟
練
し
た
技
術
者
の

精
神
性
、
歴
史
を
表
す
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
。
現
在
の
我
が
国

製
造
業
の
繁
栄
は
、
日
本
の
伝

統
文
化
、
巧
み
な
物
を
作
る
固

有
文
化
が
原
点
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
と
し
も
、
県
内
商
工
会
議

所
工
業
部
会
と
の
交
流
、
工
業

団
地
主
要
企
業
と
の
懇
談
会
、

全
国
の
展
示
商
談
会
、
異
業
種

交
流
会
、
各
種
講
演
会
、
セ
ミ

ナ
ー
、
視
察
研
修
会
、
工
業
部

会
員
同
士
の
懇
談
会
な
ど
の
予

定
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
こ
と
し
は
、
県
外
の
先

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
境
港
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水

産
業
を
支
え
る
境
漁
港
は
、
水

揚
げ
量
日
本
一
を
誇
る
ベ
ニ
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
専
用
の
か
に
か
ご
上

屋
が
完
成
し
、
昨
年
９
月
の
解

禁
以
降
、
順
調
に
水
揚
げ
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
水
産
物
の
源
と
な
る

美
保
湾
で
大
切
に
続
け
ら
れ
て

き
た
シ
ラ
ス
漁
の
水
揚
岸
壁
と

7
号
上
屋
も
本
年
５
月
に
改
修

工
事
が
完
了
し
、
こ
れ
に
よ
り

境
漁
港
・
市
場
の
主
要
部
分
は

全
て
衛
生
管
理
型
施
設
と
な
り

リ
ー
ナ
ブ
ル
ヒ
ル
ゼ
ン
を
視
察

し
ま
し
た
。
都
市
か
ら
地
方
へ

の
人
の
流
れ
、
豊
か
な
自
然
が

脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
岡
山
市
北
区
の
再
開

発
事
業
、
杜も

り

の
街
グ
レ
ー
ス
と

い
う
両
備
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
手
掛
け
た
オ
フ
ィ
ス
、
住
居
、

商
業
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
か
ら
な

る
複
合
型
施
設
に
足
を
運
ん
で

き
ま
し
た
。
全
敷
地
３
・
８
㌶

を
３
期
に
分
け
、
総
事
業
費
約

８
０
０
億
円
を
投
資
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
杜
の
街
プ
ラ
ザ
１
階
に
は
岡

山
、
瀬
戸
内
を
代
表
す
る
ミ
シ

ュ
ラ
ン
店
や
バ
ー
、
地
元
有
名

店
な
ど
が
出
店
し
、
ま
だ
開
発

途
中
で
し
た
が
、
魅
力
的
な
も

の
で
し
た
。

　
続
い
て
訪
問
し
た
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
岡
山
工
場(

岡
山
市
東

区)

で
は
、
管
理
さ
れ
た
工
場

で
ビ
ー
ル
に
対
し
社
員
の
皆
さ

ん
が
愛
情
を
込
め
て
接
し
て
い

る
姿
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
参
加
い
た

だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
本
年
は
、
税
改
正
に
よ

る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
電
子
帳

簿
保
存
法
の
電
子
デ
ー
タ
保
存

の
義
務
化
に
対
処
す
る
た
め
に

事
務
負
担
が
増
加
し
ま
す
。
ま

た
手
形
、
小
切
手
の
全
面
的
な

電
子
化
へ
の
移
行
も
進
ん
で
き

ま
し
た
。
否
応
な
く
変
化
し
て

い
く
環
境
に
つ
い
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
景
況
は
大
幅
な
変
化
は
無
く
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
転
し
て

行
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
事
も

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
新
し

い
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
す
。

　
残
す
は
、
旋ま

き

網
専
用
と
し
て

新
規
に
整
備
す
る
８
号
上
屋
の

み
と
な
り
、
高
度
衛
生
管
理
型

漁
港
・
市
場
の
整
備
が
大
詰
め

を
迎
え
ま
す
。

　
漁
港
・
市
場
の
整
備
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
で
安
心

な
水
産
物
の
供
給
能
力
が
ま
す

ま
す
向
上
し
て
い
ま
す
。
境
港

に
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
で
お
い

し
い
水
産
物
を
消
費
者
の
皆
様

に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
市
場
関
係
者
一
丸
と
な

っ
て
市
場
の
衛
生
管
理
と
水
産

物
の
鮮
度
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
境
漁
港
の
水
揚
げ
量
は
前
年

比
１
１
３
㌫
の
11
万
５
３
７
３

㌧
、
水
揚
げ
金
額
は
前
年
比
１

１
５
㌫
の
２
２
２
億
８
６
３
５

万
円(

２
０
２
３
年
11
月
末
時

点
調
べ)

で
し
た
。
今
後
も
水

揚
げ
量
増
加
に
努
力
し
、
我
々

水
産
業
界
と
し
て
も
地
域
の
発

展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
貢

献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご

進
的
な
も
の
づ
く
り
企
業
の
視

察
研
修
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」で
す
。

　
境
港
市
は
「
海
、
空
、
陸
」

と
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
、
コ
ロ

ナ
感
染
の
自
粛
ム
ー
ド
も
明
け
、

４
月
に
は
水
木
し
げ
る
記
念
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
成
も
あ
り
、

国
内
の
観
光
客
、
海
外
の
お
客

建

設

業

部

会

部
会
長
　
足
　
立
　
收
　
平

（
㈱
平
設
計
代
表
取
締
役
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
の
建
設
業
部

会
は
、
第
１
分
科
会
の
建
設
業

(

土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、

そ
の
他
建
設
関
連
工
事
業)

と
、

第
２
分
科
会(

土
木
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
建
築
設
計
、
そ
の
他

建
設
関
連
サ
ー
ビ
ス
業)

の
二

つ
の
分
科
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、
境
港
の
街
づ
く
り

都
市
景
観
、
空
き
家
等
々
に
つ

い
て
、
境
港
市
の
建
設
関
係
部

署
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
旧
誠
道
小
学
校
の
跡

地
利
用
も
決
ま
り
ま
し
た
。
荒

廃
地
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
こ

と
し
も
行
政
と
の
意
見
交
換
会

を
計
画
し
て
よ
り
良
い
街
づ
く

り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
公
共
工
事
は
、
高
度
衛
生
管

理
型
漁
港
・
市
場
の
整
備
で
は

７
号
上
屋
も
こ
と
し
完
成
し
ま

す
。
後
は
８
号
上
屋
を
残
す
の

み
で
す
。
水
木
し
げ
る
記
念
館

も
こ
の
春
に
は
オ
ー
プ
ン
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
わ
た
り
保
育
園
の
新

築
、
市
内
各
小
学
校
の
ト
イ
レ

・
空
調
設
備
の
改
修
工
事
、
竜

ヶ
山
エ
リ
ア
屋
根
付
き
広
場
の

整
備
、
境
中
央
公
園
の
改
修
、

安
全
安
心
道
づ
く
り
事
業
、
生

活
関
連
整
備
雨
水
管
理
総
合
計

画
策
定
、
下
水
道
事
業
の
推
進
、

境
港
公
共
マ
リ
ー
ナ
の
拡
張
等

々
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
の
推
進
も
官
民
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
民
間
設
備
投
資
も
進
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

  鳥取県は、中小・小規模事業者の
経営課題解決に向けて「とっとり企
業支援ネットワーク」を構成し、支援
しています。同ネットワークは、県内
20の機関が連携して総合的かつ集
中的な支援を行うものです。
　詳しくは､境港商工会議所相談課
まで。　　　　　　☎44－1111

連携して企業を支援

初めての〝消費税〟
確定申告個別相談会

２月１日開催

境港商議所、境港青申会、米子税務署

　
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
し
た
事

業
者
の
皆
さ
ん
！
　
消
費
税
確

定
申
告
の
準
備
は
で
き
て
い
ま

す
か
？

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港
青

色
申
告
会
、
米
子
税
務
署
は
共

同
で
２
月
１
日
に
「
初
め
て
の

〝
消
費
税
〟
確
定
申
告
個
別
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
相
談
会
は
、
２
０
２
３
年

10
月
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度(

適
格
請
求
書
等
保

存
方
式)

に
登
録
す
る
こ
と
で
、

こ
と
し
初
め
て
消
費
税
の
確
定

申
告
を
行
う
個
人
事
業
主
向
け

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
２
月
１
日
㈭
　
午
前
９

時
～
午
後
５
時(

１
人
・
１
時

間
制)

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
３
階 

大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上
道
町)

講
師
　
▽
中
国
税
理
士
会
米
子

支
部 

派
遣
税
理
士
▽
米
子
税

務
署 

記
帳
指
導
担
当
者
▽
鳥

取
税
務
署
記
帳
指
導
推
進
官

定
員
　
35
人(

先
着
順
、
定
員

に
な
り
次
第
締
切)

相
談
料
　
無
料

当
日
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　

売
り
上
げ
、
仕
入
れ(

経
費)

の

内
容
が
分
か
る
も
の(

帳
簿
ま

た
は
台
帳
、
請
求
書
控
え
、
固

定
資
産
台
帳
ま
た
は
減
価
償
却

資
産
の
取
得
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
の
金
額
が
分
か
る
も
の
、
完

成
し
て
い
る
場
合
は
青
色
申
告

決
算
書
や
収
支
内
訳
書
な
ど)

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

境
港
商
工
会
議
所
相
談
課(

☎
　

44
―
１
１
１
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

様
の
来
訪
も
大
幅
に
増
え
る
こ

と
が
確
実
で
す
。

　
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

を
し
て
、
良
い
思
い
出
を
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
も
こ
の
地
域
の
発
展
の

た
め
に
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
、

素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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3

観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

部
会
長
　
岩
　
木
　
佑
　
二

（
㈲
末
広
ド
ラ
イ
代
表
取
締
役
会
長
）

境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長
　
岡
　
空
　
京
　
子

（
千
代
む
す
び
酒
造
㈱ 

専
務
取
締
役
）

金
融
保
険
業
部
会

部
会
長
　
吾
　
郷
　
　
　
悟

（
㈱
山
陰
合
同
銀
行
境
港
支
店
支
店
長
）

庶

業

部

会

部
会
長
　
小
　
板
　
　
　
裕

（
サ
ン
ス
イ
土
地
建
物
㈱
会
長
）

た
め
、
各
種
交
通
機
関
、
宿
泊

施
設
、
劇
場
・
映
画
館
、
飲
食

店
な
ど
で
は
そ
の
需
要
が
激
減

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ

ら
の
事
業
の
従
事
者
は
、
や
む

な
く
転
職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
最
近
、
外
出
や
会
食
、

旅
行
も
自
由
に
な
り
、
旧
従
業

員
に
復
職
を
求
め
て
も
、
新
し

い
職
場
に
な
じ
ん
だ
後
で
は
応

ず
る
者
は
多
く
な
い
の
が
通
常

で
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
庶
業
部

会
に
何
か
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
社
会

に
も
た
ら
し
た
影
響
は
思
い
の

ほ
か
大
き
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
新
た
な
ひ
ず
み
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
中
は
世
界

中
で
人
の
移
動
が
制
限
さ
れ
た

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
栄
え
あ

る
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
異
常
と
も
言
え
る
猛

暑
は
別
格
で
「
灼
熱
の
夏
、
破

滅
の
回
避
」
な
ど
、
か
つ
て
記

憶
に
な
い
暗
い
言
葉
と
地
球
規

模
で
の
天
災(

地
震
、
豪
雨
な

ど)

、
人
災(

理
解
を
超
え
る
国

家
間
の
紛
争
、
犯
罪
な
ど)

が

頻
発
し
、
こ
れ
に
物
価
の
高
騰

な
ど
が
加
わ
り
、
先
行
き
の
不

透
明
感
が
深
ま
っ
た
年
で
し
た
。

　
不
透
明
で
向
か
う
べ
き
方
向

が
見
え
な
い
と
、
人
心
は
不
安

定
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
様
々

な
問
題
を
惹じ

ゃ
っ
き起
し
、
社
会
環
境

の
悪
化
要
因
と
な
る
の
で
あ
り
、

こ
と
し
こ
そ
、
明
る
い
希
望
に

満
ち
た
端
緒
の
年
と
な
る
こ
と

を
強
く
念
願
す
る
も
の
で
す
。

　
幸
い
、
境
港
市
に
お
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
状
態
が
続
い

た
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
入
港
、

米
子
ソ
ウ
ル
定
期
便
の
復
活
と

同
時
に
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
へ

の
人
の
流
れ
が
加
速
し
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
全
国
的
に
漁
獲
不

振
が
続
く
中
、
カ
ニ
、
マ
グ
ロ
、

サ
バ
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
イ
カ
、

ハ
マ
チ
な
ど
の
豊
富
な
魚
種
の

漁
獲
に
支
え
ら
れ
、
水
揚
げ
量

が
10
万
㌧
を
超
え
る
な
ど
、
明

る
い
材
料
も
あ
り
ま
し
た
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
、
自
然
環
境
を
含
め
、
世
の

変
化
を
日
々
の
事
業
活
動
、
日

常
生
活
に
お
い
て
肌
で
感
じ
る

昨
今
で
す
。

　
企
業
は
「
環
境
適
応
業
」
と

　
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
２
０
２
４(

令
和
６
年)

辰

年
は
、
陽
の
気
が
動
き
、
万
物

が
成
長
し
、
形
が
と
と
の
う
年

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
慶

び
事
が
満
載
の
１
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
、
切
に
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
当
女
性
会
に
対

し
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
女

性
の
力
で
地
域
を
元
気
に
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
団
体
で
す
。

愛
す
る
境
港
の
経
済
発
展
に
役

立
つ
女
性
会
と
し
て
、
本
年
も

尚
一
層
の
活
動
を
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
去
り
、
地

球
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を

迎
え
、
こ
こ
ろ
の
時
代
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
自
身
の
心
を
磨

き
、
美
し
い
生
き
方
を
学
び
、

慈
愛
に
満
ち
た
女
性
こ
そ
が
未

来
を
き
り
ひ
ら
い
て
い
く
力
と

な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
会
員
一

同
、
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
何
卒
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
我
が
国
経
済

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
お
よ
そ

30
年
ぶ
り
の
高
い
水
準
と
な
っ

た
賃
上
げ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
２
類
か
ら
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
緩
や
か

に
回
復
し
た
一
方
、
長
引
く
物

価
上
昇
が
企
業
や
家
計
に
影
響

を
与
え
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
世
界
的
な
金
融
引
き
締
め
に

伴
う
影
響
や
中
国
経
済
の
先
行

き
懸
念
な
ど
、
下
押
し
す
る
リ

ス
ク
は
あ
る
も
の
の
、
雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
す
る
こ
と
で

緩
や
か
な
回
復
が
続
く
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
他
方
、
山
陰
経
済
は
総
じ
て

持
ち
直
し
の
動
き
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
足
元
で
は
不
透
明

な
国
際
情
勢
や
物
価
上
昇
な
ど

に
よ
り
、
住
宅
建
設
や
生
産
活

動
、
個
人
消
費
に
一
部
を
除
い

て
弱
さ
が
み
ら
れ
、
総
じ
て
持

ち
直
し
の
動
き
は
足
踏
み
し
て

い
ま
す
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
海
外

需
要
の
不
安
定
化
や
長
引
く
物

価
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
内
需
が

弱
含
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

当
面
、
基
調
と
し
て
は
横
ば
い

の
動
き
が
続
く
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
・
境
港
市
の
み

な
ら
ず
、
国
内
全
般
と
し
て
引

き
続
き
事
業
承
継
問
題
、
人
手

不
足
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
人
」

に
関
す
る
問
題
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
部
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

行
政
・
金
融
機
関
な
ど
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆
様

と
連
携
し
つ
つ
、
諸
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
旧
倍
の
ご
支
援
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

運
輸
通
信
業
部
会

部
会
長
　
角
　
田
　
祐
　
道

（
Ｎ
Ｘ
境
港
海
陸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
、
境
港
市
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ

が
な
く
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
当
部
会
に
つ
き

ま
し
て
、
日
頃
か
ら
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
物
流
業
界
に
眼
を
向

け
ま
す
と
、
本
年
４
月
に
働

き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ

れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労

働
の
上
限
が
規
制
さ
れ
る
こ
と

で
輸
送
能
力
が
低
下
し
、
モ
ノ

が
運
べ
な
く
な
る
と
い
う
課
題

(

２
０
２
４
年
問
題)

に
直
面

し
ま
す
。

　
企
業
は
、
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
従
業
員
の
精
緻
な

労
働
時
間
管
理
や
運
行
効
率
の

向
上
、
無
駄
な
コ
ス
ト
や
非
効

率
的
な
業
務
の
見
直
し
が
求
め

も
言
い
、「
環
境
に
適
応
で
き

な
い
企
業
は
消
え
る
」
と
の
言

葉
を
耳
に
し
ま
す
。
安
易
な
道

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
ば
ら

く
は
、
忍
耐
と
自
分
と
の
戦
い

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
本
年
が
災
い
も
な
く
、
ご
健

勝
で
明
る
い
話
題
の
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。

　
当
部
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
社
会
の
変
化
の
中
で
、

物
流
は
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
支
え
る
機
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
業
界
団
体
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
し
、

そ
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　
引
き
続
き
、
境
港
市
の
さ
ら

な
る
活
性
化
と
飛
躍
化
に
向
け
、

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
境
港
市
の
ま
す

ま
す
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
、

市
民
の
皆
様
、
関
係
者
、
ご
家

族
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
の
業
界

で
人
手
不
足
が
問
題
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
観
光
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
不
足
は
深
刻
な
よ
う
で

す
。
特
に
、
東
京
や
京
都
の
よ

う
に
世
界
中
の
観
光
客
が
集
ま

る
人
気
観
光
地
で
は
、
タ
ク
シ

ー
乗
り
場
で
1
時
間
待
っ
て
も

1
台
も
来
な
い
な
ど
、
正
に
非

常
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
外
国
人
の
旅
行
者
が

急
激
に
増
え
ま
し
た
。
有
名
観

光
地
に
行
け
ば
、
ど
こ
も
半
分

以
上
は
外
国
人
が
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
本
食
が
ヘ
ル

シ
ー
で
美
味
し
く
、
種
類
も
豊

富
な
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
治

安
が
よ
く
、
安
全
な
国
で
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
近
頃
の
円
安
で

割
安
感
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
そ

の
理
由
で
す
。

　
今
後
、
外
国
人
観
光
客
は
さ

ら
に
増
加
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
国
と
し
て
も
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

専門家を派遣
　境港商工会議所
は、市内事業者に無
料で専門家を派遣し
ています。
　詳しくは、境港商
工会議所相談課へ｡
　 　　☎44-1111

境港おさかなロード境港おさかなロードの仲間たちの仲間たち
〜第29回 キジハタ〜〜第29回 キジハタ〜

　赤褐色の体にオレンジ色の斑点と背中の黒い斑紋が雉(キジ)のよ
うな姿から「キジハタ」と呼ばれています。関西では「アコウ」、富山
では「ナメラ」「ヨネズ」「ヤマドリ」「アカラ」、この辺りでは「アカミ
ズ」とも呼ばれています。
　キジハタは沿岸の岩場に生息し、成長すると雌から雄に性転換す
る特徴があります。
　身は透き通るような白身で、その味はハタ類で最も美味しいと言
われ、高級魚として扱われています。
甘みと旨みのある白身は刺身にすると
美味で、寿司種としても人気が高いで
す。
　また、西日本では高級魚として珍重
され「夏のフグ」ともいわれ、鍋や煮つけでもとても美味しく食べる
ことができます。
　近年、養殖も盛んに行われていますが、特に地元企業・三光㈱の
産業廃棄物処理時に発生する熱エネルギーを利用して育てた「境港
産キジハタ」は、国内唯一の陸上養殖として、県内外から大きな注目
を集めています。
設置時期　2013年12月
設置場所　権田陶器店前(中町)
寄 贈 者　海鮮丼の山芳亭・お客様一同
　　　　　景山久永・亜也夫妻
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと
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境
港
商
工
会
議
所
は
、
昨
年
11
月
23
日
・
勤
労
感
謝
の
日

に
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
。
式
典
終
了
後
、
米
子
空
港

ビ
ル
㈱
の
飯
塚
弘ひ

ろ

衛え

社
長
を
講
師
に
「
航
空
業
界
ひ
と
筋
43

年
を
振
り
返
っ
て
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
飯
塚
社
長
の
出
身
は
、
平

田
市
で
す
。
中
学
生
の
時
に

い
と
こ
と
隠
岐
の
島
に
行
き
、

受賞者を前に講演する飯塚弘衛社長

第
63
回 

優
良
従
業
員
表
彰
式

境港商議所

59
人
の
功
績
称
え
る

　
地
元
企
業
の
今
日
が
あ
る

の
は
、
こ
の
人
た
ち
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
―
。

　
昨
年
11
月
23
日
に
境
港
商

工
会
議
所
は
第
63
回
優
良
従

業
員
表
彰
式
を
行
い
、
28
事

業
所
59
人
の
皆
さ
ん
を
表
彰

し
ま
し
た
。
同
表
彰
は
、
当

商
工
会
議
所
会
員
企
業
に
10

年
以
上
勤
務
し
、
事
業
主
か

ら
推
薦
を
受
け
た
従
業
員
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
も
の
。

　
受
賞
者
の
お
名
前
は
、
次

の
通
り
で
す(

敬
称
略
・
順

不
同)

。
　

▽
石
川
悟(

三
光
㈱)

▽
田
中

秀
樹(

同)

▽
山
西
洋
治(

同)

▽
木
下
賢
一(

同)

▽
尾
﨑
太

平(

同)

▽
遠
藤
伸
子(

Ｎ
Ｘ

境
港
海
陸
㈱)

▽
洋
谷
公
紀

(

同)

▽
楠
原
康
夫(

同)

▽
岡

村
欣
昭(

同)

▽
渡
辺
智
香

(

㈱
門
永
水
産)

▽
高
嶋
ア
イ

リ
ン(

同)

▽
山
浦
雅
恵(

同)

▽
田
内
菜
津
子(

同)

▽
木
下

裕
子(

㈱
角
屋
食
品)

▽
富
山

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
山
本
博
敏
税
理

士
事
務
所
の
山
本
博
敏
所

長
に
伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 25

関与先企業の繁栄と継続へ
頃

― 山本博敏税理士事務所 ―

　「
ボ
ー
ッ
と
生
き
て
ん
じ

ゃ
ね
ー
よ
！
」
と
、
叱
ら
れ

そ
う
な
大
学
生
活
を
送
っ
て

き
た
せ
い
で
、
卒
業
す
る
頃

に
な
っ
て
よ
う
や
く
将
来
の

方
針
を
決
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ど
う
し
た
ら
地
元
に
帰
る

こ
と
が
で
き
る
か
考
え
た
末
、

税
理
士
資
格
を
取
る
こ
と
を

思
い
つ
き
、
簿
記
の
勉
強
か

ら
始
め
ま
し
た
。

　
税
理
士
試
験
は
、
５
科
目

合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

1
年
目
は
簿
記
、
財
表
に
合

格
。
２
年
目
は
法
人
税
、
相

続
税
に
合
格
と
順
調
に
進
み

ま
し
た
が
、
気
が
緩
ん
だ
の

か
以
後
、
２
年
続
け
て
失
敗
。

５
年
目
で
所
得
税
に
合
格
し

て
、
５
科
目
合
格
し
た
の
が

１
９
８
４(

昭
和
59)

年
で
し

た
。

　
そ
の
頃
は
京
都
の
税
理
士

事
務
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
が
、
翌
１
９
８
５(

昭
和

60)

年
６
月
に
退
職
し
、
念

願
の
境
港
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。

　
米
子
の
税
理
士
事
務
所
に

就
職
で
き
な
い
か
と
実
家
の

す
ぐ
隣
の
広
島
了
輔
税
理
士

事
務
所
の
広
島
先
生
に
相
談

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
ウ
チ

に
来
い
」
と
先
生
の
事
務
所

で
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　
同
年
９
月
に
税
理
士
登
録

を
終
え
、
税
理
士
と
し
て
の

仕
事
が
始
ま
り
ま
す
。
当
時
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ま
だ
普
及

し
て
お
ら
ず
、
広
島
事
務
所

で
も
手
書
き
帳
簿
、
申
告
書
、

決
算
書
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

で
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
手
書
き
帳
簿
は
一
回
で
貸

借
が
合
え
ば
良
い
の
で
す
が
、

1
円
で
も
差
が
あ
れ
ば
原
因

追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

転
記
、
計
算
ミ
ス
な
ど
と
の

戦
い
で
し
た
。
計
算
ミ
ス
の

な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
を

お
願
い
し
、
事
務
所
に
1
台

設
置
さ
れ
、
少
し
ず
つ
手
書

き
か
ら
機
械
処
理
に
移
行
し

て
い
き
ま
し
た
。

　
１
９
８
８(
昭
和
63)

年
12

月
に
広
島
先
生
が
急
逝
さ
れ
、

32
歳
で
事
務
所
を
引
き
継
ぎ
、

１
９
９
３(

平
成
５)
年
、
現

在
地
に
事
務
所
を
建
築
、
移

転
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
事
務
所
環
境
も
随

分
と
変
わ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
1
人
1
台
、
デ
ィ
ス
プ

創業間もない頃の事務所ビル（左）

レ
イ
は
複
数
使
用
し
、
手

書
き
帳
簿
は
無
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
税
務
会
計
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

が
進
ん
で
紙
の
申
告
書
が

電
子
申
告
と
な
り
、
国
税

庁
は
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ

(

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
、
手
続
や
業
務
の
抜
本

的
な
見
直
し)

の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
、
電

子
帳
簿
保
存
法
、
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
、
様
々
な
環
境

変
化
に
対
応
し
、
こ
れ
か

ら
も
関
与
先
の
繁
栄
と
継

続
、
租
税
正
義
の
実
現
を

通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。
　(

談)

米
子
空
港
ビ
ル 

飯
塚
社
長
が
講
演

優良従業員
表　彰　式

テ
ー
マ 「
航
空
業
界
ひ
と
筋
43
年
を
振
り
返
っ
て
」

帰
り
の
便
が
飛
行
機
で
、
素

早
い
到
着
に
感
激
し
た
そ
う

で
す
。
そ
し
て
縁
あ
っ
て
、

１
９
８
０(

昭
和
55)

年
に
全

日
本
空
輸
㈱(

Ａ
Ｎ
Ａ)

に

入
社
し
ま
し
た
。

　
１
９
８
５
年
に
は
、
本
社

の
経
理
財
務
部
に
配
属
さ
れ
、

１
９
９
５
年
ま
で
在
籍
。
ち

ょ
う
ど
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
か

ら
崩
壊
ま
で
の
期
間
で
、
ホ

テ
ル
事
業
の
売
却
な
ど
を
経

験
し
ま
す
。

　
続
い
て
、
宣
伝
・
広
報
部

門
に
異
動
。
華
や
か
な
部
署

で
、
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
な
ど
も

作
り
ま
し
た
。
次
は
、
Ａ
Ｎ

Ａ
マ
イ
レ
ー
ジ
ク
ラ
ブ
、
Ａ

Ｎ
Ａ
カ
ー
ド
の
担
当
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
イ
ル

で
生
活
で
き
る
経
済
空
間
の

実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
最
後
の
任
務
は
、
不
動
産

部
門
の
責
任
者
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
人
流
が
悪
化
し
、

航
空
事
業
が
低
調
に
な
っ
て

い
た
時
期
で
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
下
支
え
と
し
て
黒
字

化
に
尽
力
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

　「
全
日
空
に
は
、
43
年
も

の
間
、
と
て
も
幸
せ
な
時
を

過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
、

心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
」
と

振
り
返
る
飯
塚
社
長
。

　
最
後
に
「
米
子
鬼
太
郎
空

港
は
、
国
が
管
理
し
て
い
ま

す
。
管
制
や
滑
走
路
の
管
理

者
は
、
航
空
自
衛
隊
で
す
。

そ
し
て
、
２
５
０
０
㍍
の
滑

走
路
は
山
陰
唯
一
。
こ
の
よ

う
に
、
安
全
性
に
優
れ
て
い

る
た
め
、
国
際
線
の
誘
致
に

も
有
利
で
す
。
ま
た
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
飛
行
機
の
利

用
客
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場

に
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
飯
塚
社
長
の
職
歴
が
日
本

の
航
空
業
界
の
歴
史
と
重
な

っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
話
題

と
な
り
、
参
加
者
一
同
が
感

動
し
た
講
演
会
で
し
た
。

美
都
世(

同)

▽
佐
々
木
典
子

(

同)

▽
鈴
木
千
惠
子(

同)

▽

坂
部
高
弘(

日
本
海
冷
凍
魚

㈱)

▽
小
松
原
奈
津
希(

同)

▽
村
上
久
美
子(

同)

▽
勝
部

美
加(

同)

▽
吉
田
清(

共
和

水
産
㈱)

▽
松
本
敦
子(

同)

▽
景
山
由
紀(

同)

▽
水
谷
ジ

ェ
ン
マ(

友
田
セ
ー
リ
ン
グ

㈱)

▽
紙
谷
直
樹(

同)

▽
木

浦
恵
津
子(

同)

▽
渡
孝
一

(

㈱
ウ
ミ
ラ
イ)

▽
松
本
匠
平

(

同)

▽
佐
々
木
康
行(

Ｎ
Ｘ

境
港
物
流
㈱)

▽
吉
岡
誠

(

同)

▽
畑
リ
カ(

㈱
カ
ワ
バ
タ

印
刷)

▽
池
淵
智
子(

同)

▽

山
本
健
太
郎(

山
陰
ア
シ
ッ

ク
ス
工
業
㈱)

▽
植
田
大
貴

(

同)

▽
嘉
本
厚
三(

大
海
通

産
㈱)

▽
角
正
太
郎(

同)

▽

上
野
有
紀
子(

大
幸
㈱)

▽
清

山
文
則(

同)

▽
三
島
真
希
子

(

㈱
大
新)

▽
寺
澤
智
美(

同)

▽
門
脇
桃
子(

㈱
大
昇
商
品)

▽
松
岡
法
子(

同)

▽
江
川
文

子(

㈲
橋
本
工
業
所)

▽
永
瀬

淳
子(

同)

▽
山
崎
実(

㈱
福

栄)

▽
山
本
恵(

同)

▽
川
本

裕
子(

フ
ジ
ッ
コ
㈱
境
港
工

場)

▽
岸
本
聡
子(

同)

▽
石

橋
た
え
子(

旭
ビ
ル
管
理
㈱)

▽
増
岡
加
与(

Ｎ
Ｘ
日
本
海

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱)

▽
藤

田
泰
史(

㈱
き
さ
ら
ぎ)

▽
角

悟(

三
光
エ
ナ
ジ
ー
サ
ー
ビ
ス

㈱)

▽
吉
田
澄
子(

千
代
む
す

び
酒
造
㈱)

▽
太
田
海
人(

㈱

寺
子
屋
ウ
ェ
ー
ブ)

▽
福
本

朋
幸(

鳥
取
缶
詰
㈱)

▽
山
根

稔(

㈱
ト
ー
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ)

▽
面
谷
篤(

㈲
福
井

事
務
機)

▽
浜
本
み
ど
り(

税税

松
本
会
計
事
務
所)

　境港商工会議所は、毎月第２水曜日に
知財無料相談会を開催しています。
　１月の相談日は１月10日㈬で、時間は午
後１時から４時まで。場所は、境港商工会
議所・経営支援室です。
　詳しくは、境港商工会議所相談課へ｡

☎44-1111

知財無料相談会 １月の相談日
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フジッコ株式会社  境港工場
〒684-0046
鳥取県境港市竹内団地271番地
TEL ： 0859-47-2211（代表）
FAX ： 0859-47-2226
URL ： http://www.fujicco.co.jp

国際総合物流サービス

代表取締役社長

〒684ｰ0004 鳥取県境港市大正町43番地
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安全･確実･迅速な対応で高品質なサービスをご提供します

⻆ 田 祐 道
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中
国
や
台
湾
か
ら
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
い
か
に
早
く
素
材
を
輸

出
し
て
、
い
か
に
早
く
仕
入

れ
ら
れ
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
」

―
市
場
で
は
、
靴
底
に
何
か

工
夫
を
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
動

き
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

新
製
品
な
ど
の
お
考
え
は
。

　「
昨
年

本
社
と
連

携
し
て
、

土
踏
ま
ず

の
部
分
に

セ
ン
サ
ー

を
埋
め
込

ん
で
脈
拍

数
を
測
る

シ
ュ
ー
ズ

を
１
０
０

０
足
ほ
ど
、

―
ア
シ
ッ
ク
ス
創
業
者
の

鬼
塚
喜
八
郎
氏
は
鳥
取
県

の
出
身
な
の
で
す
ね
。

　「
は
い
。
１
９
１
８(

大

正
７)

年
に
気
高
郡(

現
・

鳥
取
市)

の
坂
口
家
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
終
戦
時
、

戦
死
し
た
戦
友
と
の
約
束

を
守
る
た
め
、
神
戸
の
鬼

塚
家
の
養
子
と
な
っ
た
の

で
す
。
荒
廃
し
た
戦
後
の

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
が
境
港
で
積
極
的
に
海
外
展
開
を
行
う
企
業
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
㈱(

渡
町
、
黒
川
勝
則
社
長)

で
す
。

日
本
を
再
建
す
る
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
青
少
年
の
健

全
な
育
成
が
必
要
と
決
意
し
、

１
９
４
９(

昭
和
24)

年
に

鬼
塚
㈱
を
創
設
し
た
の
が
ア

シ
ッ
ク
ス
の
前
身
で
す
」

―
山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
の

概
要
は
。

　「
鳥
取
オ
ニ
ツ
カ
㈱
と
し

て
操
業
開
始
し
た
の
が
鬼
塚

創
業
か
ら
20
年
後
の
１
９
６

９(

昭
和
44)

年
で
す
。
ア
シ

ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
の
国
内
唯

一
の
シ
ュ
ー
ズ
工
場
と
し
て
、

現
在
で
は
オ
ニ
ツ
カ
タ
イ
ガ

ー
ブ
ラ
ン
ド
や
革
製
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ュ
ー
ズ
を
月
産
約
２
万

足
生
産
し
て
い
ま
す
」

―
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
海
外

取
引
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　「
現
在
、
ア
ジ
ア
圏
を
中

心
に
製
品
の
一
部
を
海
外
出

荷
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が

明
け
て
、
オ
ニ
ツ
カ
タ
イ
ガ

ー
ブ
ラ
ン
ド
に
好
調
の
兆
し

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
部
品

の
仕
入
れ
に
関
し
て
は
今
後
、

市
場
調
査
用
に
試
作
し
ま

し
た
。
新
製
品
な
ど
は
今

後
も
本
社
と
連
携
し
て
進

め
て
い
き
ま
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
創
業
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受

け
継
ぐ
地
元
企
業
と
し
て

ま
す
ま
す
の
発
展
を
期
待

し
ま
す
。

ー 井ゲタ竹内 ー

女性の働きやすさを追求
境港企業の取り組み境港企業の取り組み男女共

同参画 シリーズ④

　
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
市
内
企
業
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
当
シ
リ
ー
ズ
。
今
回
は
、
㈱
井
ゲ
タ
竹
内(

昭

和
町
、
竹
内
隆
一
郎
社
長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
味
付
も
ず
く
や

淡
塩
さ
ば
な
ど
を
製
造
販
売

し
て
い
る
会
社
で
す
。
鳥
取

県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業

の
認
定
を
受
け
、
輝
く
女
性

活
躍
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
企
業
に

登
録
。
イ
ク
ボ
ス
・
フ
ァ
ミ

ボ
ス
宣
言
も
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
育
児
休
業
や

介
護
休
業
を
以
前
か
ら
積
極

的
に
取
得
す
る
よ
う
勧
め
て

い
た
た
め
、
今
で
は
会
社
中

に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
竹
内
晴
美
取
締
役

は
「
女
性
の
多
い
職
場
だ
か

ら
、
育
児
や
介
護
の
た
め
に

仕
事
を
辞
め
る
こ
と
に
な
っ

て
は
、
会
社
が
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
休
む
時
は
し
っ
か
り

休
ん
で
、
戻
っ
て
か
ら
一
生

懸
命
働
い
て
く
れ
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
話

し
ま
し
た
。

　
同
社
に
は
60
歳
代
、
70
歳

代
の
女
性
も
多
く
、
立
派
な

戦
力
で
す
。
世
代
の
違
う
従

業
員
が
複
数
い
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く

す
る
た
め
に
班
長
制
を
導
入

し
、
班
長
、
副
班
長
、
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
置
い
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
製
造
ラ
イ
ン
に

女
性
責
任
者
を
1
人
配
置
し

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
男

性
の
責
任
者
だ
け
で
し
た
が
、

女
子
従
業
員
は
男
性
に
は
話

せ
な
い
こ
と
も
多
く
、
男
性

側
も
言
い
づ
ら
い
面
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
時
は
、
竹
内
取
締

役
が
1
人
で
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
製
造
部

副
統
括(

総
務
担
当)

の
景
山

貴
美
子
さ
ん
と
総
務
担
当
者
、

竹
内
取
締
役
の
３
人
で
対
処

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
と
て
も
風
通
し
が
良
く
な

り
ま
し
た
」
と
竹
内
取
締
役

は
う
れ
し
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
人
手
不
足
の
続
く

中
、
非
正
規
社
員
か
ら
正
社

員
登
用
へ
の
道
筋
を
就
業
規

則
に
明
記
す
る
な
ど
の
工
夫

も
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
０
７
２
５)

ま
で
。

実
例
編 

パ
ー
ト
⑧

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

創
業
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
継
い
で

山
陰
ア
シ
ッ

ク
ス
工
業

　
鳥
取
県
は
、
男
性
の
家
庭

生
活
へ
の
参
画
を
考
え
る
た

め
に
開
催
す
る
社
内
研
修
な

ど
に
講
師
を
無
料
で
派
遣
す

る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
講
師
派
遣
事
業
」
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
県
内
の
企
業
・

経
済
団
体
な
ど
が
社
員
や
管

理
職
を
対
象
と
し
て
開
催
す

る
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど

に
関
す
る
社
内
研
修
・
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
す
。
会
場
へ
の

講
師
派
遣
だ
け
で
な
く
、
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
セ
ミ
ナ

ー
も
可
能
。

　
同
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

該
当
す
る
要
件
　
▽
鳥
取
県

内
で
開
催
す
る
も
の
▽
参
加

者
数
が
お
お
む
ね
10
人
以
上

の
も
の
▽
講
師
の
講
演
時
間

が
お
お
む
ね
1
時
間
以
上
の

も
の
な
ど

研
修
テ
ー
マ
　
▽
家
事
と
育

児
の
役
割
分
担
▽
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス(

仕
事

と
生
活
の
調
和)

▽
家
族
内

の
介
護
の
関
わ
り
方
な
ど

費
用
　
▽
講
師
へ
の
謝
金
、

旅
費
は
鳥
取
県
が
負
担
▽
そ

の
ほ
か
の
経
費
は
主
催
者
側

の
負
担

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
よ
り

ん
彩(

☎
０
８
５
８
―
23
―

３
９
０
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

鳥 取 県

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
テ
ー
マ
に

社
内
研
修
会
に
講
師
を
無
料
派
遣

　
友
田
博
氏(

友
田
セ
ー
リ

ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
、

境
港
商
工
会
議
所
常
議
員)

は
、
鳥
取
県
産
業
振
興
功
労

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
友
田
氏
の
当
商
工
会
議
所

の
常
議
員
歴
は
21
年
で
、
長

年
に
わ
た
り
、
商
工
会
議
所

活
動
を
通
じ
て
地
域
経
済
の

発
展
に
尽
力
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
。

　
昨
年
11
月
27
日
に
表
彰
式

が
あ
り
、
友
田
氏
の
ほ
か
に

県
内
９
商
工
団
体
の
９
人
が

受
賞
し
ま
し
た
。

産業振興功労知事表彰

境港商議所 常議員

友田博氏が受賞

鬼塚喜八郎氏の胸像と黒川勝則社長

米子-香港
国際定期便
12/18～2/26

週４便 月・水・金・日 運航

従
業
員
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
景
山
貴
美
子
さ
ん（
中
央
）
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パレードに参加しよう
スタートは水木しげる記念館前

１月14日　カニ感謝祭

　

毎
年
恒
例
の
カ
ニ
感
謝
祭
が
１
月
14
日
、
カ
ニ
水
揚
げ
日

本
一
Ｐ
Ｒ
実
行
委
員
会(

越
河
彰
統
会
長)

の
主
催
で
行
わ
れ

ま
す
。
今
回
は
、
４
年
ぶ
り
の
パ
レ
ー
ド
も
実
施
。

　
こ
と
し
で
21
回
目
を
迎
え

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
午
前

10
時
か
ら
水
木
し
げ
る
記
念

館
前(

本
町)

で
実
施
。
ま

ず
、
大
漁
太
鼓
の
演
奏
で
ス

タ
ー
ト
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
っ
た
後
、
パ
レ
ー
ド
し
ま

す
。

　
同
パ
レ
ー
ド
は
、
一
般
参

加
者
と
地
元
関
係
者
や
人
力

車
に
乗
っ
た
鬼
太
郎
ら
が
カ

ニ
を
山
盛
り
に
積
ん
だ
リ
ヤ

カ
ー
と
と
も
に
妖
怪
神
社

(

大
正
町)

に
向
け
て
、
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
を
練
り
歩
く

も
の
。

　
到
着
し
た
妖
怪
神
社
で
は
、

カ
ニ
の
豊
漁
と
漁
の
安
全
を

祈
願
し
、
カ
ニ
を
奉
納
。
最

後
に
鬼
太
郎
音
頭
の
踊
り
披

露
が
あ
り
ま
す
。
し
お
さ
い

会
館
前(

大
正
町)

で
は
、
ベ

ニ
ガ
ニ
有
志
の
会(

濱
野
政

和
会
長)

が
カ
ニ
汁
の
ふ
る

ま
い
を
実
施(

３
０
０
食)

。

　
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
人

の
う
ち
、
先
着
３
０
０
人
に

は
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
進

呈
さ
れ
ま
す
。
当
日
、
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
で
５
０
０
円

以
上
の
買
い
物
を
し
て
受
け

取
っ
た
レ
シ
ー
ト
を
持
っ
て

い
る
人
が
対
象
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

境
港
市
水
産
商

工
課
内
・
☎
47
―
１
０
５
５)

ま
で
。

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

の
か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈱
大た

い

昇し
ょ
う

食
品(

昭
和
町
、
廣
瀨
康
彦
社
長)

が
製
造
す
る
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
商
品
の
安
全

・
安
心
は
も
ち
ろ
ん
、
お

客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
従
業
員
一
同

が
一
切
の
妥
協
や
手
抜
き

な
し
で
生
産
し
、
皆
様
の

食
卓
に
届
け
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ン
と
な
る
製
品
は
、

ボ
イ
ル
・
生
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

(

冷
凍
・
冷
蔵)

で
す
。
厳
選

し
た
カ
ナ
ダ
・
米
国
・
ロ
シ

ア
産
の
原
料
を
自
社
の
衛
生

的
な
工
場
で
加
工
し
、
お
客

様
の
好
み
に
合
う
よ
う
様
々

な
形
態
に
し
て
提
供
。

　
ま
た
、
プ
ロ
が
厳
選
し
た

主
に
チ
リ
産
の
養
殖
ト
ラ
ウ

ト
原
料
を
自
社
工
場
で
フ
ィ

ー
レ
加
工
し
、
真
空
包
装
形

態
に
し
た
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ

ン(

冷
凍
・
冷
蔵)

も
人
気
が

あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
最
近
、
定
塩
の
銀

鮭
の
製
造
も
開
始
し
ま
し
た
。

グ
レ
ー
ド
の
高
い
銀
鮭
を
使

用
し
、
瀬
戸
内
の
海
藻
か
ら

つ
く
ら
れ
る
花
藻
塩
で
定
塩

加
工
し
た
製
品
で
す
。
塩
分

控
え
め
で
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
。

ま
ろ
や
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
同
社
の
主
な
販
売
先
は
、

全
国
地
方
卸
売
市
場
と
水
産

商
社
で
す
。
地
元
で
は
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
日
吉
津(

日
吉

津
町)

な
ど
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販(

「
大
昇
食
品

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
」
で
検
索)
で
も
購
入
で

き
ま
す
。

　
廣
瀨
社
長
は
「
こ
と
し
は

カ
ニ
の
仕
入
れ
価
格
が
昨
年

と
比
べ
て
安
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
当
社
製
品
も
内
容
量

を
ア
ッ
プ
し
て
販
売
し
て
い

境港発商品

発見

大
昇
食
品

ボ
イ
ル・生
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン

商品を手にする廣瀨信彦社長

　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
個

別
相
談
会
を
毎
月
1
回
、
第

２
火
曜
日
に
開
催
し
、
経
営

ま
す
。
市
内
で
販
売
さ
れ

る
カ
ニ
も
比
較
的
安
い
は

ず
で
す
。
こ
と
し
は
、
カ

ニ
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
社
製
品
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
同
社(

☎
44
―

７
５
１
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

美保基地協力会 奥森会長

防衛大臣感謝状を受賞
自衛隊任務への支援・協力

　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
協

力
会
会
長
で
、
境
港
商
工
会

議
所
参
与
の
奥
森
清
氏
は
、

防
衛
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
。

昨
年
10
月
28
日
に
東
京
都
新

宿
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ

ル
市
ヶ
谷
で
行
わ
れ
た
式
典

で
、
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　
奥
森
会
長
は
、
美
保
基
地

協
力
会
の
会
長
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
、
我
が
国
の
防

衛
に
資
す
る
美
保
基
地
幹
部

お
よ
び
隊
員
の
任
務
に
対
し

深
い
理
解
と
多
大
な
支
援
・

協
力
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
し
た
。

感
謝
状
を
手
に
す
る
奥
森
清
会
長

個
別
経
営
相
談
会

１
月
の
相
談
日
は
９
日
境港商議所

よ 

ろ 

ず

支
援
拠
点

上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す(

秘
密
厳
守
、
相

談
料
無
料)

。

　
同
相
談
会
１
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
１
月
９
日
㈫
　
午
後

１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

(

当
日
は
１
人
体
制
で
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
各
分

野
の
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
引
き
継
ぐ
な
ど
、
チ
ー

ム
体
制
で
対
応
し
ま
す)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

906円と902円に
 特　定
（産業別）

鳥取県最低賃金は900円

最低賃金改定
　
鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機

械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
の
最
低
賃
金
は
、

時
間
額
９
０
６
円
に
な
り
ま

し
た
。
発
効
年
月
日
は
昨
年

12
月
17
日
で
す
。

　
ま
た
、
鳥
取
県
各
種
商
品

小
売
業
の
最
低
賃
金
も
改
正

さ
れ
、
時
間
額
９
０
２
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
発
効
年
月

日
は
、
昨
年
12
月
15
日
。

　
一
方
、
鳥
取
県
最
低
賃
金

は
、
昨
年
10
月
５
日
か
ら
時

間
額
９
０
０
円
に
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室(

☎
０

８
５
７
―
29
―
１
７
０
５)

、

ま
た
は
米
子
労
働
基
準
監
督

署(

☎
34
―
２
２
３
１)

ま
で
。

カニを山積みにしたリヤカーを先頭に水木しげるロードを
ロードをパレードする皆さん＝2020年1月19日
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名誉会頭

足立統一郎足立統一郎
会　　頭

堀 田 　 收堀 田 　 收
㈱ ウ ミ ラ イ
代表取締役社長

副 会 頭

池口由紀彦池口由紀彦
米子空港ビル㈱
相 談 役

常 議 員

門 永 幹 朗門 永 幹 朗
㈱ 門 永 水 産
代表取締役社長

常 議 員

岡 空 晴 夫岡 空 晴 夫
千代むすび酒造㈱
代表取締役社長

常 議 員

角 田 祐 道角 田 祐 道
ＮＸ境港海陸㈱
代表取締役社長

常 議 員

門永康一郎門永康一郎
㈱ 昭 和 船 具 店
代表取締役

常 議 員

岩 田 慎 介岩 田 慎 介
㈱ 福　　　栄
取締役会長

常 議 員

橋 津 　 寛橋 津 　 寛
共和水産㈱

代表取締役社長執行役員

監　事

中西健一郎中西健一郎
㈲中西一郎商店
代表取締役社長

常 議 員

川 端 　 収川 端 　 収
㈱カワバタ印刷
代表取締役社長

常 議 員

越 河 彰 統越 河 彰 統
日本海冷凍魚㈱
代表取締役社長

常 議 員

友 田 　 博友 田 　 博
友田セーリング㈱
代表取締役社長

常 議 員

吾 郷 　 悟吾 郷 　 悟
㈱山陰合同銀行境港支店

支 店 長

常 議 員

高 瀬 裕 章高 瀬 裕 章
㈱鳥取銀行境港支店

支 店 長

常 議 員

庄 司 尚 史庄 司 尚 史
㈾ 第 弐 商 会

会　　長

常 議 員

足 立 收 平足 立 收 平
㈱ 平 設 計
代表取締役

議　員

池 田 太 一池 田 太 一
㈱ リ ン ク ス
代表取締役社長

副 会 頭

松 本 正 福松 本 正 福
(税) 松本会計事務所

代表社員

常 議 員

森 脇 哲 雄森 脇 哲 雄
大　　　幸 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

山 本 一 徳山 本 一 徳
㈱大　　　新
代表取締役社長

常 議 員

松 本 　 正松 本 　 正
境 港 土 建 ㈱
代表取締役社長

副 会 頭

三 輪 陽 通三 輪 陽 通
三光ホールディングス㈱
代表取締役CEO

議　員

足 立 　 祥足 立 　 祥
足 立 燃 料 ㈲
代表取締役社長

常 議 員

木 下 辰 男木 下 辰 男
㈱ 木 下 建 設
代表取締役社長

常 議 員

木村美樹雄木村美樹雄
㈱海産物のきむらや
代表取締役社長

常 議 員

小 板 　 裕小 板 　 裕
サンスイ土地建物㈱

会　　長

議　員

板 倉 一 晃板 倉 一 晃
㈲ 板 倉 博 商 店
代表取締役社長

議　員

遠 藤 健 司遠 藤 健 司
㈱ケンズホーム
代表取締役会長

議　員

上 野 　 慶上 野 　 慶
㈱ 上 野 水 産
代表取締役社長

議　員

喜多村　実喜多村　実
㈲ 北 陽 水 産
代表取締役

監　事

岡 田 昭 夫岡 田 昭 夫
㈲ 岡 田 商 店
代表取締役会長

議　員

岡 田 輝 昭岡 田 輝 昭
㈱ 岡 田 商 店
代表取締役社長

常 議 員

岩 木 佑 二岩 木 佑 二
㈲ 末 広 ド ラ イ
代表取締役会長

議　員

杉 本 真 吾杉 本 真 吾
㈱ 港 タ ク シ ー
代表取締役社長

常 議 員

上 田 裕 子上 田 裕 子
ま る か 商 事 ㈱
代表取締役

議　員

川 口 利 之川 口 利 之
㈲ 川 口 商 店
代表取締役

議　員

黒 見 泰 之黒 見 泰 之
㈱さかいみなと貿易センター

専務取締役

議　員

小 倉 雅 司小 倉 雅 司
㈲小倉水産食品
代表取締役社長

議　員

酒 井 　 英酒 井 　 英
㈱ 酒 井 商 店
代表取締役

監　事

山 本 博 敏山 本 博 敏
山本博敏税理士事務所

所　　長

境港商工会議所役員・議員一同

2024年 辰年

議　員

篠 田 佳 夫篠 田 佳 夫
マルコフーズ㈱
代表取締役社長

議　員

島 谷 憲 司島 谷 憲 司
㈱ 島 谷 水 産
代表取締役社長

常 議 員

黒 川 勝 則黒 川 勝 則
山陰アシックス工業㈱
代表取締役社長

常 議 員

廣 瀨 信 彦廣 瀨 信 彦
鳥 取 缶 詰 ㈱
代表取締役

議　員

杉 山 孝 志杉 山 孝 志
㈲ 杉 山 実 業
代表取締役

議　員

竹 下 　 朗竹 下 　 朗
弓 ケ 浜 水 産 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

山 本 貴 弘山 本 貴 弘
境 港 魚 市 場 ㈱
代表取締役社長

議　員

北 野 　 司北 野 　 司
㈲北野建築工業
代表取締役社長

議　員

木 村 光 哉木 村 光 哉
㈱ き さ ら ぎ
代表取締役社長

議　員

熊 谷 主 拡熊 谷 主 拡
㈲橋本工業所
代表取締役

議　員

梶 谷 　 肇梶 谷 　 肇
北 陽 冷 蔵 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

又 賀 航 一又 賀 航 一
㈱ 日　　　新
代表取締役社長

常 議 員

山 﨑 慎 也山 﨑 慎 也
㈱ や ま さ き
代表取締役社長

議　員

浦 川 英 敏浦 川 英 敏
㈱あおい総合設計

代表取締役

議　員

片 岡 敏 一片 岡 敏 一
㈱ カ タ セ イ
代表取締役社長

議　員

小 藤 善 之小 藤 善 之
米子信用金庫境港支店

支　店　長

議　員

田 中 幸 雄田 中 幸 雄
㈱ タ ナ カ 技 建
代表取締役
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議　員

中 田 耕 治中 田 耕 治
㈲中田石材工作所

代表取締役

議　員

堀 江 則 夫堀 江 則 夫
大　　 海 ㈱

取締役部長

議　員

宮 永 誠 治宮 永 誠 治
㈱ 葬　　　仙
代表取締役社長

議　員

山 根 宏 典山 根 宏 典
㈱ ヤ マ ネ 産 機
代表取締役社長

議　員

平 田 阜 士平 田 阜 士
㈱ 平 田 組
代表取締役社長

議　員

森 脇 尊 昭森 脇 尊 昭
㈲ 森 脇 自 動 車

代表取締役

境港商工会議所
女性会会長

岡 空 京 子岡 空 京 子
千代むすび酒造㈱

会頭指名議員

松 田 直 彦松 田 直 彦
海 上 石 油 ㈲
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

足 立 倫 行足 立 倫 行

ノンフィクション作家

境港フィッシュ（FISH）大使

寺 井 尚 子寺 井 尚 子

ジャズ・ヴァイオリニスト

境港フィッシュ（FISH）大使

日 野 皓 正日 野 皓 正

ジャズ・トランぺッター

境港フィッシュ（FISH）大使

山 本 洋 子山 本 洋 子

日本酒と食のジャーナリスト

境港フィッシュ（FISH）大使

あらき ゆうこあらき ゆうこ

ドラマー

境港フィッシュ（FISH）大使

上 田 勝 彦上 田 勝 彦
㈱ ウ エ カ ツ 水 産
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

垣 添 直 也垣 添 直 也
東 京 海 洋 大 学

理　　事

境港フィッシュ（FISH）大使

二 宮 　 祐二 宮 　 祐

インド ムンバイ在住

境港フィッシュ（FISH）大使

西 尾 進 路西 尾 進 路
ENEOSホールディングス㈱

名 誉 顧 問

境港フィッシュ（FISH）大使

原 　 一 郎原 　 一 郎
水 産 大 学 校

名 誉 教 授

境港フィッシュ（FISH）大使

小 鉄 和 広小 鉄 和 広
㈲ 東 京 オ ペ ラ
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

T O K UT O K U
ヴォーカリスト＆

フリューゲルホーン
プレーヤー

境港フィッシュ（FISH）大使

柏 木 雅 浩柏 木 雅 浩
元・㈱グラフィック プロダクツ

代表取締役COO

議　員

赫 　 太 郎赫 　 太 郎
甲陽ケミカル㈱境港工場

代表取締役会長

会頭指名議員

和 田 由 起 子和 田 由 起 子
アクサ生命保険㈱米子営業所

所　　長

会頭指名議員

佐 田 山 一 成佐 田 山 一 成
㈲ 大 成 商 事
代表取締役社長

会頭指名議員

濱 野 政 和濱 野 政 和
味 処 美 佐 同

代表社員

会頭指名議員

木 村 俊 明木 村 俊 明
㈲ 三 共 物 流 運 輸

取締役社長

議　員

廣 江 　 晃廣 江 　 晃
福 こ う ほ う え ん

理 事 長

議　員

吉 岡 俊 介吉 岡 俊 介
㈱ オ ー ク
代表取締役社長

議　員

秦 野 博 行秦 野 博 行
東亜青果㈱境港青果市場

代表取締役社長

会頭指名議員

小 林小 林 弘 和弘 和
中国電力ネットワーク㈱  米子ネットワークセンター

所　　長

議　員

森 脇 良 文森 脇 良 文
境港センター冷蔵㈱

代表取締役社長

会頭指名議員

鶴 木 俊 文鶴 木 俊 文
㈱中海テレビ放送

専務取締役

議　員

山 口 尚 文山 口 尚 文
山 進 運 輸 ㈱

代表取締役

議　員

吉 川 真 一吉 川 真 一
中 浦 食 品 ㈱

常務執行役員

議　員

渡 邉 　 昇渡 邉 　 昇
㈱ ワ タ ナ ベ

代表取締役

議　員

福 島 光 春福 島 光 春
山 陰 化 成 工 業 ㈱

専務取締役

議　員

濱 田 正 道濱 田 正 道
㈱ シ ン セ イ
代表取締役会長

議　員

廣 瀨 康 彦廣 瀨 康 彦
㈱ 大 昇 食 品

代表取締役

会頭指名議員

松 井 尚 成松 井 尚 成
㈲ 渡　　　部

代表取締役副会長

議　員

日 野 良 太日 野 良 太
㈱さんれい製造境港工場

工　場　長

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）大
使

境港フィッシュ（FISH）大使

渡 辺 博 道渡 辺 博 道

衆議院議員

参　与

増 谷 立 夫増 谷 立 夫
㈲増谷慶一郎薬局

代表取締役

参　与

岡 田 　 端岡 田 　 端
㈱ 岡 田 商 店
元・取締役会長

参　与

奥 森 　 清奥 森 　 清
新 和 産 業 ㈱
代表取締役社長

参　与

木 村 正 明木 村 正 明
㈱ き さ ら ぎ
代表取締役会長

議　員

松 下 美 智 弘松 下 美 智 弘
境 港 魚 凾 ㈱

常務取締役

会頭指名議員

金 田 孝 成金 田 孝 成
カ ネ ッ ク ス ㈱

代表取締役

会頭指名議員

澤 井 　 聡澤 井 　 聡
㈱ 澤 井 珈 琲

取締役経営企画室長

議　員

藤 原 　 誠藤 原 　 誠
ＮＸ日本海ポートサービス㈱

代表取締役社長

会頭指名議員

田 邊 　 亮田 邊 　 亮
福 境 港 福 祉 会

理 事 長

議　員

野 津 健 市野 津 健 市
美 保 テ ク ノ ス ㈱
代表取締役社長

議　員

三 輪 昌 輝三 輪 昌 輝
三　　 光 ㈱
代表取締役社長

会頭指名議員

角 谷 直 樹角 谷 直 樹
㈱ 角 屋 食 品

代表取締役

会頭指名議員

佐 藤 浩 延佐 藤 浩 延
同境港エネルギーパワー

社長(職務執行者）

本年もよろしく
お願い申し上げます

境港商工会議所
専務理事 柏木祥二
スタッフ一同

迎
春
2024

境港フィッシュ（FISH）大使

林 家 た い 平林 家 た い 平

落 語 家

議　員

森 脇 章 次森 脇 章 次
㈱島根銀行境支店

支　店　長

境港フィッシュ（FISH）大使

工 藤 英 良工 藤 英 良
㈱ E I R Y O

代表取締役

境港フィッシュ（FISH）大使

平 林 哲 也平 林 哲 也
王 子 製 紙 ㈱

執行役員日南工場長

議　員

平 岡 克 成平 岡 克 成
Ｎ Ｘ 境 港 物 流 ㈱
代表取締役社長
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境
港
商
工
会
議
所
経
営
安

定
特
別
相
談
室
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
を
務
め
る
西
村
正
男
弁

護
士
は
、
旭
日
小
綬
章
を
受

章
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
通
算
で
29
年
間
弁

護
士
を
続
け
、
２
０
０
０

(

平
成
12)

年
に
は
鳥
取
弁

護
士
会
会
長
と
し
て
日
本
弁

護
士
連
合
会
の
理
事
に
就
任
。

ま
た
、
２
０
０
７(

平
成
19)

年
に
も
鳥
取
弁
護
士
会
会
長

境港商議所議員

杉本真吾氏が意見発表

中国横断自動車道岡山
米子線整備促進総決起大会

　
昨
年
7
月
に
30
周
年
を
迎

え
た
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で

は
、
様
々
な
記
念
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
1
月
21
日
の
午
後
２
時
か

ら
は
、
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
・
み
な
と
テ
ラ
ス
で「
水

木
作
品
の
朗
読
と
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
ゲ
ス
ト
に
俳
優
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
の
ん
さ
ん
、

映
画
「
鬼
太
郎
誕
生 

ゲ
ゲ

ゲ
の
謎
」
の
水
木
役
の
声
を

演
じ
る
声
優
の
木
内
秀
信
さ

ん
を
、
Ｍ
Ｃ
に
は
フ
ジ
テ
レ

ビ
の
軽
部
真
一
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
、
記
念
事
業
に
ふ
さ
わ

し
い
顔
ぶ
れ
。

　
同
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
申
込

期
限
は
１
月
10
日
。
応
募
多

数
の
時
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

「
ロ
ー
ド
30
周
年
」
で

検
索)

、
ま
た
は
二
次
元
コ

ー
ド
を
読
み

込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
夏
に
始
ま
っ

た
立
体
音
響
の
音
声
Ａ
Ｒ
を

使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
「
目
玉
お

や
じ
と
行
く
夜
の
妖
怪
ぶ
ら

り
旅 

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

×
３
Ｄ
サ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
」

は
、
12
月
31
日
ま
で
期
間
延

長
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
好

評
の
た
め
そ
の
後
も
継
続
し

て
行
う
こ
と
が
決
定
。

　「
夜
の
―
」
と
タ
イ
ト
ル

に
あ
り
ま
す
が
、
昼
も
含
め

24
時
間
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

同
ロ
ー
ド
の
店
舗
で
使
え
る

お
得
な
ク
ー
ポ
ン
も
つ
い
て

い
ま
す
。
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
わ

ず
ス
ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド
で
も

楽
し
め
ま
す
の
で
、
お
友
達

や
ご
家
族
と
一
緒
に
楽
し
む

こ
と
も
可
能
。

　
詳
し
く
は
、(

一
社)

境
港

観
光
協
会(

☎
47
―
３
８
８

０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ー 境港妖怪検定 ー

上級妖怪博士は３人誕生
２会場で１９４人合格

　

境
港
商
工
会
議
所
と(

一
社)

境
港
観
光
協
会
は
、
昨
年
10

月
15
日
に
開
催
し
た
第
16
回
境
港
妖
怪
検
定
の
合
格
者
を
昨

年
11
月
15
日
に
発
表
。
３
７
９
人
が
受
験
し
、
１
９
４
人
の

妖
怪
博
士
が
新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
境
港
妖
怪
検
定
は
、

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

昨
年
の
検
定
を
上
回
る
受
験

者
数
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
位
置
づ
け
が
２

類
か
ら
５
類
に
移

行
し
た
こ
と
や
、

前
年
に
新
た
に
発

刊
さ
れ
た
初
級
テ

キ
ス
ト
「
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
全
妖

怪
図
鑑
」
の
影
響

も
あ
り
、
対
前
年

比
１
０
５
㌫
の
３

７
９
人
が
受
験
。

　
こ
の
結
果
、
初

級
受
験
者
２
４
０

人
の
う
ち
合
格
者

は
１
５
６
人
で
、

合
格
率
は
65
㌫
で

し
た
。
中
級
試
験
で
は
受
験

者
１
１
７
人
の
う
ち
合
格
者

は
35
人
で
合
格
率
が
29
・
９

㌫
、
上
級
試
験
は
受
験
者
22

人
の
う
ち
合
格
者
３
人
で
合

格
率
は
13
・
６
％
㌫
と
な
り
、

合
計
１
９
４
人
の
妖
怪
博
士

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
が
30

周
年
を
迎
え
た
昨
年
11
月
か

ら
公
開
さ
れ
て
い
る
映
画

「
鬼
太
郎
誕
生
　
ゲ
ゲ
ゲ
の

謎
」
も
大
ヒ
ッ
ト
し
て
お
り
、

４
月
の
水
木
し
げ
る
記
念
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

も
控
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
流
れ
を
捉
え
て
境
港

妖
怪
検
定
を
通
し
て
、
妖
怪

の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
い
、

妖
怪
の
聖
地
境
港
・
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
を
よ
り
深
く
、

よ
り
多
く
の
お
客
様
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
同
検
定
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
境
港
商
工
会
議
所
妖
怪

検
定
係(

☎
44
―
１
１
１

１)

、
ま
た
は
境
港
観
光
協

会(

☎
47
―
３
８
８
０)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１月21日
水
木
し
げ
る

ロ

　ー

　ド

30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

音
声
Ａ
Ｒ
活
用
ア
プ
リ
も
継
続
へ

境
港
商
議
所
経
営
安
定

特
別
相
談
室
専
門
ス
タ
ッ
フ

西
村
正
男
氏

旭
日
小
綬
章
を
受
章

と
し
て
再
び
日
弁
連
理
事
を

務
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
長
年
に
わ
た
っ

て
、
米
子
市
公
平
委
員
会
委

員
と
し
て
人
事
行
政
の
確
立

に
尽
力
し
ま
し
た
。
同
委
員

会
は
、
市
役
所
に
勤
務
す
る

職
員
の
利
益
の
保
護
と
公
平

な
人
事
権
行
使
の
保
障
を
目

的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
機
関
。

　
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
こ

れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
中
国
横
断
自
動
車
道
岡
山

米
子
線(

蒜
山
Ｉ
Ｃ
～
境
港

間)

整
備
促
進
期
成
同
盟
会

は
昨
年
11
月
13
日
、
東
京
都

千
代
田
区
の
都
道
府
県
会
館

で
、
整
備
促
進
総
決
起
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
米
子
道
の
４

車
線
化
と
米
子
・
境
港
間
の

高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
に

向
け
た
中
央
省
庁
な
ど
へ
の

働
き
か
け
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　
当
日
は
、
境
港
商
工
会
議

所
議
員
の
杉
本
真
吾
・
㈱
港

タ
ク
シ
ー
社
長
ら
が
意
見
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　
杉
本
議
員
は
「
昨
年
米
子

自
動
車
道
が
開
通
30
周
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
開
通
以

来
、
県
西
部
地
区
に
は
関

西
、
山
陽
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
週
末
や
盆
暮

れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
国
道
４
３
１
号
線
の
渋
滞

は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
米
子
道
の
ス
ム
ー
ズ
さ

が
翻
っ
て
こ
の
渋
滞
で
、
大

い
に
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い

な
い
か
危
惧
を
し
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
く
高
規
格
幹
線
道

路
の
検
討
に
入
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
現
状
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　
私
案
と
し
て
「
弓
ヶ
浜
半

島
に
湾
岸
道
路
を
建
設
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
」
と
提
案
。

　
最
後
に
「
人
口
最
小
県
の

鳥
取
県
が
生
き
残
っ
て
い
く

た
め
に
も
観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
更
な
る
注
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

ど
う
か
ご
検
討
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
、
重
ね
て
お
願
い
を

申
し
上
げ
、
私
の
意
見
発
表

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

問
題
に
取
り
組
む
受
験
者
の
皆
さ
ん

意見を述べる杉本真吾議員

　　　のんさん　　　　　　木内秀信さん
木内秀信／提供　株式会社大沢事務所
のん／提供　株式会社スピーディ
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鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地

ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

三井住友海上火災保険㈱
三井住友海上火災あいおい生命保険㈱
日本アニマル倶楽部  ペット保険

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

謹んで新春の

　お慶びを申し上げます

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
鳥
取
県
西
部
出
身
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
・
セ
ブ

ン
テ
ィ
は
昨
年
11
月
22
日
、
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー(

米
子
市
末
広
町)
で
「
ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
IN
米

子
」
を
開
催
し
、
各
界
の
代
表
５
人
が
圏
域
の
発
展
策
に
つ

い
て
意
見
発
表
を
し
ま
し
た
。

　(

一
社)

境
港
観
光
協
会

は
、
西
日
本
最
大
規
模
の
マ

ン
ガ
・
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト「
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
大
阪
」

に
境
港
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め

出
店
し
ま
す
。

　
開
催
日
時
は
、
１
月
７
日

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３

時
ま
で
。
場
所
は
イ
ン
テ
ッ

優勝を祝う清水寿夫・境港副市長（右から2人目）
と調教師、馬主、騎手ら　　　　　 ⒸＪＲＡ

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
０
１

６
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
中
断
。
こ
の
た
び
、
４
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
「
大
変
革
の
時
代
へ

の
挑
戦
！
　
目
指
す
べ
き
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
求
め
て
！
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
。

　
諸
般
の
環
境
が
激
変
す
る

中
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
を
世
界
に
誇
れ
る
魅
力

的
な
地
域
と
し
て
発
展
さ
せ

る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
ば
い
い
の

か
を
検
討
し
よ
う
と
い
う
企

画
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の

も
と
、
平
井
伸
治
・
鳥
取
県

知
事
が
基
調
講
演
を
し
、
各

分
野
で
活
躍
す
る
30
歳
代
か

ら
50
歳
代
の
若
手
リ
ー
ダ
ー

５
人
が
意
見
発
表
。

　
吹
野
博
志
・
ク
ラ
ブ
セ
ブ

ン
テ
ィ
共
同
代
表
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
で
発
表
さ

れ
た
意
見
は
▽
伊
木
隆
司
・

米
子
市
長
＝
中
海
宍
道
湖
大

　同店は、昨年11月から平日昼の営業を行っています。昨年５月
から土・日曜日、祝日の昼営業を始めていましたが、さらに拡大
しました。夜の営業も延長しています。
　営業時間は午前11時30分から午後２時までと、午後５時30分
から午前１時まで。日曜日の夜は午後5時30分から９時までです。

定休日は月・火曜日ですが、前日ま
でに予約を入れると対応できます。
　これまでは、アメリカ産の高級牛
肉を使用していましたが、仕入れ価
格が高騰。そこで、思い切って鳥取
県産の黒毛和牛に切り替えました。
Ａ５ランクを県内最安値で提供して
います。
　一番人気は、鳥取県産焼き肉プ
レート(2,200円)です。県産の牛・豚・

鶏を盛り込んだお得な一品。これにライスセット(550円、昼時間
と夜９時以降に提供)を加えると、最高の食事になります。
　また、鳥取いなば万葉牛または大山黒牛のいずれかをメインと
したギフトセット(13,000円)も好評で す。注文 方法は、Ｘ(旧
Twitter)の「焼肉あじよし」で検索してください。
　朴代表は「昼の時間に力を入れています。そして、地元の人に
鳥取和牛を楽しんでほしいです」と話しました。
　詳しくは、同店(☎30－2929)にお問い合わせください。

Part

67企業探訪企業探訪企業探訪
鳥取和牛をリーズナブルに

― あじよし ―

昼の営業に注力

　あじよし(外江町、朴
パクヒョンジュ

亨柱代表)は、昼の営業を強化してい
ます。また、鳥取黒毛和牛をリーズナブルに提供。今回の「企
業探訪」は、より便利に美味しい肉が食べられるようになった
同店を紹介します。

斬
新
な
視
点
で
圏
域
の
将
来
を
展
望

４
年
ぶ
り
の
開
催 

ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
クラブセブンティ

　
境
港
商
工
会
議
所
名
誉
会

頭
の
足
立
統
一
郎
氏
は
「
小

さ
な
親
切
」
運
動
の
特
別
功

労
賞
を
受
賞
。
昨
年
11
月
24

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ

人
気
の
鳥
取
県
産
焼
肉
プ
レ
ー
ト

山
圏
域
が
目
指
す
姿
▽
木
村

美
樹
雄
・
㈱
海
産
物
の
き
む

ら
や
社
長
＝
山
陰
で
公
共
空

間
と
い
う
資
産
を
使
い
こ
な

す
方
法
▽
桐
村
理
沙
医
師
＝

鳥
取
県
は
ポ
ス
ト
シ
リ
コ
ン

吹野博志コーディネーター（右）と5人の意見発表者

バ
レ
ー
で
あ
る
～
Ａ
Ｉ
の
先

へ
～
▽
並
河
元
・
山
陰
酸
素

グ
ル
ー
プ
会
長
＝
山
陰
〝
ハ

ツ
〟
の
こ
だ
わ
り 

こ
の
圏

域
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
▽
森

真
樹
・
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ
ジ
ー

㈱
専
務
＝
世
界
に
誇
れ
る
脱

炭
素
の
集
積
地
―
で
し
た
。

　
こ
の
後
、
来
場
者
と
意
見

交
換
を
行
い
、
圏
域
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
ヒ
ン

ト
を
探
り
ま
し
た
。

「小さな親切」運動
特  別  功  労  賞

境港商議所名誉会頭

足立統一郎氏が受賞
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵

門
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、

表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
足
立
名
誉
会
頭
は
、
長
年

に
わ
た
る
同
運
動
の
推
進
と

功
績
が
評
価
さ
れ
て
、
受
賞

が
決
っ
た
も
の
で
す
。

　
小
さ
な
親
切
運
動
は
、
１

９
６
３
年
の
東
京
大
学
卒
業

式
で
の
茅
総
長
の
卒
業
告
辞

に
感
銘
を
受
け
た
人
々
が
提

唱
者
と
な
り
、
同
年
６
月
に

運
動
本
部
を
発
足
さ
せ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

　「
で
き
る
親
切
は
み
ん
な

で
し
よ
う
。
そ
れ
が
社
会
の

習
慣
と
な
る
よ
う
に
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
現
在
32

都
道
府
県
に
１
３
３
の
市
町

村
支
部
が
あ
り
、
次
世
代
を

担
う
青
少
年
を
中
心
に
、
広

く
国
民
の
間
に
小
さ
な
親
切

の
心
を
育
て
る
様
々
な
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

境
港
の
観
光
Ｐ
Ｒ
目
的
に
出
店

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
境港観光
協　　会

西 

日 

本

最
大
規
模

ク
ス
大
阪(

大
阪
市
住
之
江

区)

で
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
ア
ニ
メ

や
マ
ン
ガ
の
フ
ァ
ン
ら
が
作

っ
た
同
人
誌
な
ど
を
頒
布
す

る
イ
ベ
ン
ト
。
プ
ロ
を
目
指

す
人
や
プ
ロ
の
人
も
参
加
し
、

来
場
者
は
４
万
人
程
度
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
同
観
光
協
会
は
、
こ
の
た

び
の
映
画
「
鬼
太
郎
誕
生 

ゲ
ゲ
ゲ
の
謎
」
の
大
ヒ
ッ
ト

も
受
け
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
や
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
水
木
し
げ
る

記
念
館
の
Ｐ
Ｒ
、
境
港
の
水

産
加
工
品
の
販
売
な
ど
を
行

い
、
併
せ
て
境
港
の
観
光
案

内
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会

(

☎
47
―
３
８
８
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

境港物産展も大好評

境港特別競走を開催

ー JRA阪神競馬場 ー

　
Ｊ
Ｒ
Ａ
阪
神
競
馬
場(

宝

塚
市)

で
、
昨
年
12
月
16
日

に
「
境
港
特
別
競
走
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
競
走
は
、

毎
年
1
回
開
催
さ
れ
、
今
回

は
20
回
目
。

　
第
９
レ
ー
ス
と
し
て
行
わ

れ
た
同
競
走
で
優
勝
し
た
の

は
「
ダ
デ
ィ
ー
ズ
ウ
ォ
リ
ア

号
」。
清
水
寿
夫
・
境
港
副

市
長
が
優
勝
馬
主
、
騎
手
、

調
教
師
、
厩
務

(

き
ゅ
う
む)

員

に
寄
贈
賞
と
し

て
、
松
葉
ガ
ニ

と
日
本
酒
大
吟

醸
の
目
録
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
競

走
を
記
念
し
、

12
月
16
日
と
17

日
の
二
日
間
、

阪
神
競
馬
場
の

イ
ベ
ン
ト
広
場

で
観
光
物
産
展
を
実
施
。
２

企
業
・
２
団
体
が
境
港
の
特

産
品
な
ど
を
販
売
し
て
、
大

好
評
で
し
た
。
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コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る

「
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
」
を

鳥取県の味覚を来場者にアピール

大
阪
の
地
で
鳥
取
県
の
魅
力
Ｐ
Ｒ

県
西
部
活
性
化
協
会
、境
港
観
光
協
会
な
ど
参
加
道頓堀リバー
フェスティバル

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

大
阪
市
中
央
区
の
活
性
化
を

目
指
し
て
、
大
阪
の
文
化
、

　

(

一
社)

大
阪
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
は
昨
年
11
月
25
日

と
26
日
の
２
日
間
、
大
阪
市
中
央
区
の
な
ん
ば
広
場
周
辺
で

「
道
頓
堀
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
今
回
が
18

回
目
で
、
鳥
取
県
か
ら
多
く
の
企
業
・
団
体
が
参
加
し
、
イ

ベ
ン
ト
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。芸

術
、
グ
ル
メ
な
ど
が
勢
ぞ

ろ
い
す
る
大
型
イ
ベ
ン
ト
。

会
場
は
例
年
開
催
し
て
い
た

道
頓
堀
川
周
辺
か
ら
、
な
ん

ば
広
場
周
辺
に
移
し
て
の
開

催
で
し
た
。

　
な
ん
ば
広
場
は
、
南
海
電

車
・
難
波
駅
前
に
昨
年
完
成

し
た
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
、

大
阪
市
の
玄
関
口
と
し
て
の

機
能
を
果
た
し
ま
す
。
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
お
披

露
目
も
兼
ね
た
も
の
。
併
せ

て
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
５

０
０
日
前
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

機
運
を
醸
成
す
る
目
的
も
あ

り
ま
し
た
。

　
大
阪
ミ
ナ
ミ
を
中
心
に
様

々
な
団
体
が
協
力
し
て
作
り

上
げ
て
い
く
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
毎
年
数
万
人
が
来
場

し
、
関
西
に
向
け
た
魅
力
発

信
の
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

― 境港水産振興協会 ―

ただいま受験者募集中

さかなの達人検定２月4日

　(

一
社)

境
港
水
産
振
興

協
会
は
２
月
４
日
に
「
境
港

さ
か
な
の
達
人
検
定
」
を
実

施
し
ま
す
。
魚
に
興
味
の
あ

る
お
子
様
か
ら
水
産
業
に
関

わ
る
知
識
豊
富
な
プ
ロ
の
皆

さ
ん
ま
で
、
広
く
受
験
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
魚
食
普
及
の
広
告
塔
と
し

て
境
港
の
水
産
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
く
「
境
港
さ
か
な

の
達
人
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
同
検
定
は
初
級
レ
ベ
ル
の

「
達
人
」
検
定
、
上
級
レ
ベ

ル
の
「
ス
ー
パ
ー
達
人
」
検

定
の
２
コ
ー
ス
で
、
合
格
者

は
同
協
会
が
「
さ
か
な
の
達

人
」
と
し
て
認
定
し
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

　
初
級
の
問
題
は
検
定
用
冊

子
か
ら
の
出
題
で
、
水
産
に

興
味
や
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん

の
入
門
編
と
し
て
お
ス
ス
メ

で
す
。
一
方
、
上
級
は
水
産

に
関
わ
る
知
識
全
般
か
ら
の

出
題
と
な
り
、
か
な
り
難
易

度
の
高
い
問
題
も
あ
り
ま
す

の
で
腕
試
し
に
最
適
で
す
。

　
受
験
者
全
員
に
も
れ
な
く

当
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し

ま
す
。

　
皆
様
の
知
識
を
こ
の
機
会

に
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
同
検
定
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

受
験
日
時
　
２
月
４
日
㈰
　

午
前
11
時
～
正
午

受
験
資
格
　
小
学
生
以
上
で
、

境
港
の
魚
に
興
味
関
心
の
あ

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

受
験
会
場
　
境
港
商
工
会
議

所
３
階 

大
ホ
ー
ル(

境
港
市

　
参
加
自
治
体
は
鳥
取
県
の

ほ
か
、
島
根
県
、
徳
島
県
、

高
知
県
、
福
井
県
、
栃
木
県
、

鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
な
ど
で

し
た
。

　
鳥
取
県
か
ら
は
鳥
取
県
関

西
本
部
が
呼
び
掛
け
て
、

(

一
社)

鳥
取
県
西
部
活
性

化
協
会
、(

一
社)

境
港
観
光

協
会
、
米
子
市
観
光
協
会
、

(

一
社)

大
山
観
光
局
な
ど
の

団
体
と
、
民
間
事
業
者
が
一

体
的
に
参
加
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
鳥

取
県
の
グ
ル
メ
や
観
光
地
、

観
光
素
材
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
関
西
か
ら

鳥
取
へ
の
来
訪
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

遠藤恵裕氏の水彩画を掲載

上
道
町)

受
験
料
　
１
０
０
０
円(

税

込
み)

冊
子
代
　
１
０
０
０
円(

税

込
み)

※
冊
子
の
み
の
購
入

は
送
料
別
途
３
０
０
円
が
必

要
で
す

申
込
期
限
　
１
月
22
日
㈪

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込

書
類
は
同
協
会
、
ま
た
は
境

港
商
工
会
議
所
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
協
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
境

港
水
産
振
興
協
会
」で
検
索)

に
も
掲
載

　
詳
し
く
は
、
同
協
会(

☎

44
―
６
６
６
８)

ま
で
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

元
気
み
な

と(

佐
名
木
知
信
理
事
長)

は
、
２
０
２
４
年
版
カ
レ
ン

ダ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。
同

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
一
昨
年
か

ら
始
め
て
第
３
弾
と
な
る
も

の
。

　
タ
イ
ト
ル

は
「
境
漁
港

と
四
季
の
魚

た
ち
」。
毎

月
、
遠
藤
恵よ

し

裕ひ
ろ

さ
ん
が
描

く
四
季
折
々

の
漁
港
風
景

や
旬
の
魚
と
い
っ
た
水
彩
画

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
法
人
が
手
掛
け
る
お

さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭
や
魚

の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
も
紹
介
。

同
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
見
開
き

Ａ
３
サ
イ
ズ
で
、
1
部
７
０

０
円(

税
込
み)

で
す
。

　
佐
名
木
理
事
長
は
「
多
く

の
人
に
境
港
の
宝
で
あ
る
港

の
原
風
景
を
見
直
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
の
収
益
は
、
港

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
活
用
し
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
法
人
事
務

局(

喫
茶
ク
ロ
内
、
☎
44
―

２
０
８
６)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

― NPO法人 元気みなと ―

２０２４年度カレンダーを制作

港の原風景を表現

購
入
さ
せ
る
特
殊
詐
欺
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。「
コ

ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
買

え
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で

す
！

　
次
に
代
表
的
な
手
口
を
紹

介
し
ま
す
。

① 

パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
中
に
「
ウ
イ
ル

ス
が
入
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
警
告
画
面
が
出
て
パ
ソ
コ

ン
が
動
か
な
く
な
り
、
表
示

さ
れ
た
連
絡
先
の
番
号
に
電

話
す
る
と
、
片
言
の
日
本
語

を
話
す
者
か
ら
ウ
イ
ル
ス
駆

除
代
金
と
し
て
数
万
円
分
の

電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
を
コ
ン

ビ
ニ
で
買
う
よ
う
に
言
わ
れ

た② 

携
帯
電
話
に
「
○
億
円

を
融
資
し
ま
す
」「
○
億
円

が
当
選
し
ま
し
た
」
な
ど
と

い
っ
た
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て

き
て
、
お
金
の
受
け
取
り
に

必
要
な
手
数
料
と
し
て
、
数

千
円
か
ら
数
万
円
分
の
電
子

マ
ネ
ー
カ
ー
ド
を
買
う
よ
う

に
言
わ
れ
た

③ 

携
帯
電
話
に
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
や
「
ア
マ

ゾ
ン
」
な
ど
の
実
在
す
る
企

業
名
で
「
未
納
料
金
が
発
生

し
て
い
ま
す
」
と
い
う
メ
ー

ル
が
来
て
、
連
絡
先
の
番
号

に
電
話
す
る
と
、
担
当
者
を

名
乗
る
者
か
ら
「
有
料
サ
イ

ト
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
利

用
料
金
○
万
円
が
未
納
に
な

っ
て
い
る
」「
本
日
ま
で
に

支
払
い
を
す
れ
ば
90
㌫
を
返

金
す
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

コ
ン
ビ
ニ
の
電
子
マ
ネ
ー
カ

ー
ド
を
買
っ
て
支
払
う
よ
う

に
指
示
さ
れ
た

　
こ
う
し
た
詐
欺
に
は
、
絶

対
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

ま
で
。

１月４日㈭ 　　　午後 産業医

１月11日㈭ 午前・午後 産業医

１月18日㈭ 　　　午後 産業医

１月22日㈪ 午前・午後 産業医

１月25日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康
や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

１月の相談日

騙
さ
れ
な
い
よ
う
用
心
を

電
子
マ
ネ
ー
使
う
特
殊
詐
欺
境港警察署

11



境港商工会議所女性会 Ms.通信

事業所及び個人宅へ配達します

食料品・日用品のお店

有限
会社いけびんストーア

鳥取県境港市大正町（水木ロード・駅前通り）
電話（0859）44－0896㈹   FAX（0859）44－0897
 e-mail:ikebin@sea.chukai.ne.jp

〒684－0004

（有) 板倉博商店

㈲いたくら
境港市上道町松葉かに・鮮魚・

境港産にぼし・
山陰産干かれい
や新鮮な魚で干
し上げた干物な
ど、専門店なら
ではのこだわり
の品を皆様の食
卓にお届けしま
す｡

☎46－0533
Fax46－0557

煮干・干物・塩干
TEL 44－0145

FAX 42－6156

鮮魚・松葉ガニ
TEL 47－4147

境港市松ケ枝町35(水木ロード沿)
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水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
寄

贈
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
秋
季

植
え
替
え
事
業
を
昨
年
11
月

20
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
会
員
が
手
分
け

し
て
同
ロ
ー
ド
の
各
店
舗
か

ら
プ
ラ
ン
タ
ー
を
回
収
し
、

じ
げ
の
物
産
館
広
場
に
50
台

の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
並
べ
、
春

に
植
え
た
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
を

抜
き
取
る
と
こ
ろ
か
ら
作
業

が
ス
タ
ー
ト
。

　
そ
の
横
で
は
色
と
り
ど
り

の
パ
ン
ジ
ー
と
ミ
ニ
葉
牡
丹

が
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
の
連
携
作
業
で

手
際
よ
く
、
彩
り
よ
く
仕
上

が
っ
た
プ
ラ
ン

タ
ー
が
勢
ぞ
ろ

い
し
ま
し
た
。

　
心
地
よ
い
汗

を
か
き
な
が
ら

ま
た
元
の
店
舗

前
へ
と
運
ぶ
と
、

店
舗
の
方
か
ら

「
あ
り
が
と
う
、

き
れ
い
ね
！
」

と
労
い
の
声
を

か
け
て
も
ら
い
、

心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
訪

れ
る
皆
さ
ん
、
色
と
り
ど
り

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

植え替え作業中の参加メンバー

秋の花に植え替え
水木しげるロード
寄贈のプランター

１
０
０
人
の
参
加
で
に
ぎ
や
か
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
を
昨
年
11
月
３

日
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
大
山

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
。
今

回
で
11
回
目
と
な
る
当
大
会
、

こ
れ
ま
で
で
一
番
の
秋
晴
れ

の
も
と
、
１
０
０
人
の
参
加

者
が
一
喜
一
憂
の
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
も
多
く
の
事
業
所
・

団
体
に
当
大
会
へ
ご
協
賛
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
一
同
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら

多
く
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

を
し
て
も
ら

い
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
の
気

持
ち
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が

一
番
の
喜
び
で

す
。

　
当
大
会
が
12

回
、
13
回
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
、
会
員
一
同

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
た
く

さ
ん
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

（
会
報
委
員
会
Ｅ
）

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
昨
年
12
月
16
日
に
境
港

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
・
み
な

と
テ
ラ
ス(

上
道
町)

で
行

わ
れ
た
「
境
港
市
人
権
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

バ
ザ
ー
で
出
店
参
加
し
ま
し

た
。

　
会
員
が
持
ち
寄
っ
た
日
用

品
な
ど
が
所
狭
し
と
並
ぶ
女

性
会
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
開

　
当
会
会
員
の
岡
島
千
恵
美

さ
ん
を
講
師
に
、
社
交
ダ
ン

ス
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
同
士
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
し
な
が
ら
の
楽
し
い
レ

ッ
ス
ン
は
、
昨
年
11
月
と
12

月
の
２
カ
月
間
に
計
４
回
の

実
施
で
し
た
。

　
ダ
ン
ス
は
全
く
の
初
心
者

で
す
が
、
男
性
役
の
講
師
に

優
し
く
手
を
取
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
、
ス
テ
ッ
プ
の
初
歩

か
ら
学
び
、
ジ
ル
バ
、
ブ
ル

ー
ス
な
ど
を
マ
ス
タ
ー(

で

き
た
か
な
？)
。
皆
で
一
緒

に
踊
っ
て
盛
り

上
が
り
、
毎
回
、

熱
気
に
満
ち
た

ダ
ン
ス
レ
ッ
ス

ン
の
後
の
夜
風

が
と
て
も
心
地

よ
く
感
じ
ま
し

た
。

　
今
回
の
一
番
の
収
穫
は
、

姿
勢
を
常
に
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
。
寒
さ
に
向

か
う
季
節
、
身
も
心
も
縮
み

込
ま
な
い
よ
う
、
素
敵
な
夜

装
と
バ
ッ
チ
リ
メ
イ
ク
で
非

日
常
を
味
わ
う
パ
ー
テ
ィ
ー

に
で
も
出
掛
け
て
み
よ
う
か

し
ら
…
。（
親
睦
委
員
会
Ｔ
）

募金に協力する参加者

始
時
間
前
か
ら
品
定
め
を
す

る
人
も
。
終
了
時
間
前
に
は

品
数
も
わ
ず
か
と
な
り
、
今

回
も
女
性
会
の
バ
ザ
ー
は
大

盛
況
で
し
た
。

　
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
、
社

会
福
祉
や
地
域
貢
献
な
ど
に

有
効
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

出店商品を買い求めるフェス参加者の皆さん

岡島千恵美さん（左）と会員

の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
事
業
委
員
会
Ｋ
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

永
井
千
春
さ
ん
が
手
ほ
ど
き

　
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス

か
ら
お
正
月
ま
で
楽
し
め
る

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
習
会
を
昨
年
12
月
14
日
に

開
催
。
講
師
は
毎
年
素
敵
な

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て

く
だ
さ
る
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
永

井
千
春
先
生
で
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
お
花

de
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
」。

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
、
ド
ー
ム
型
に
挿

さ
し
た
バ
ラ
、
ガ
ー
ベ
ラ
、

レ
ー
ス
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
、
多

種
の
お
花
や
グ
リ
ー
ン
に
シ

ナ
モ
ン
、
ラ
イ
ム
な
ど
を
添

え
て
、
香
り
も
楽
し
め
る
華

や
か
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が

完
成
し
ま
し
た
。

　
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
先
生
の
お
手

本
を
基
に
教
わ
り
な

が
ら
、
お
花
に
向
か

う
こ
と
で
、
今
年
一

年
を
振
り
帰
り
、
感

謝
す
る
と
共
に
迎
え

る
新
年
へ
の
期
待
も

膨
ら
む
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。

　
永
井
先
生
、
今
回

指導する永井千春さん（左）

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
　（
親
睦
委
員
会
Ｉ
）

岡島千恵美さん講師に

社交ダンス講習会
２カ月間で４回実施

し
た
。

（
総
務
委
員
会
Ｏ
）

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
女
性
の
力
で
地
域
を
元

気
に
し
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
か
つ
女
性
の
立
場

か
ら
商
工
業
の
改
善
と
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
主
に
講
習
会
や
講
演
会
、

会
員
親
睦
な
ど
を
行
い
、
自

己
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
お
互
い
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
会
員
の
対
象

者
は
、
商
工
会
議
所
会
員
企

業
の
女
性
経
営
者
、
ま
た
は

役
員
で
す
。

　
た
だ
い
ま
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局(

境

港
商
工
会
議
所
内
、
☎
44
―

１
１
１
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

収
益
は
社
会
福
祉
や
地
域
貢
献
へ

バ
ザ
ー
出
店
で
参
加

人
権
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
ティ
バル

ただいま 会員募集中
― 境港商議所女性会 ―

女性の力で地域を元気に

12



○スタッフ滞在時間 （木曜終日不在）
 ［平日］10：00～21：00
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ユミナ 境港

○24時間営業

１月入会キャンペーン実施中！

今、始めよう。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

13

繋
想
き
っ
か
け
か
ら
生
ま
れ
る

無

限

の

可

能

性

一
般
社
団
法
人 

境
港
青
年
会
議
所丸

山
誉
覚

第
60
代
理
事
長

新　年　の
ごあいさつ

け 

い   

そ 

う

た
か 

 

あ
き

（一社）境港青年会議所　新年スタート特集

総務広報委員会まちづくり委員会

福 

嶋  

隆 

爾

委
員
長

川 

本   

　龍

副
委
員
長

田 

中  

大 

志

副
委
員
長

金 

田  

健 

彦

副
委
員
長

松 
本  

　

 

崇

副
理
事
長

平 

野  

陽 

平

副
理
事
長

足 

立  

正 

湖

委
員
長

木
村 

美
樹
雄

会
員
拡
大
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

平 

野  

陽 

平

創
立
60
周
年
準
備
室

室
長

岩 

田  

啓 

佑

み
な
と
祭
Ｌ
Ｏ
Ｍ
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

庄 

司  

慎 

平

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

副
会
長

伊 

藤  

康 

弘

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

委
員
長 高 

平  

　

 
光

委
員
長

岡 

空  

　

 

聡

 

（
特
別
会
員
）

直
前
理
事
長

丸 

山  

誉 

覚

理 

事 

長

岡 

空  

　

 

聡

庄 

司  

慎 

平

監
　
事

渡 

辺  

三 

矢

専
務
理
事

永 

田  

美 

香

事
務
局
員

庄 

司  

慎 

平

松 

本  

里 

美

森 

脇  

静 

香

委
　
員

ひとづくり委員会

森 

脇  

静 

香

会
計
理
事

石 

倉  

眞 

彦

岩 

田  

啓 

佑

委
　
員

伊 

藤  

康 

弘

岡 

空  

　

 

聡

木
村 

美
樹
雄

委
　
員

理
事
会

総

　会
２０２４年度
組  織  図

2023年度ありがとうございました！ 2024年度もよろしくお願いいたします

　
２
０
２
４
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
私
ど
も
境
港
青
年
会

議
所
に
格
別
の
ご
厚
情
を
賜

り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
日
々
の
青
年
会

議
所
活
動
が
行
え
る
こ
と
に

感
謝
し
、
現
在
の
社
会
課
題

解
決
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の

ま
ち
の
見
通
し
を
立
て
た
上

で
の
運
動
を
行
う
と
い
う
想お

も

い
で
「
感か

ん

恩お
ん

報ほ
う

謝し
ゃ

～
当
た
り

前
に
感
謝
し
、
行
動
に
う
つ

そ
う
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

活
動
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

　
４
年
ぶ
り
に
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
近
辺
で
開
催
し
た
第

78
回
み
な
と
祭
や
、
広
報
戦

略
構
築
事
業
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
、
地
域
の
強
み
を

活
か
し
た
持
続
可
能
な
事
業

と
し
て
開
催
し
た
「
さ
か
い

夢
み
な
と
朝
市
」
な
ど
、
様

々
な
事
業
を
実
施
で
き
ま
し

た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
借
り

て
ご
報
告
し
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
は
「
繋
想 

～
き
っ
か
け
か
ら
生
ま
れ
る

無
限
の
可
能
性
～
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
方
針
と
し
て
▽
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
情
報
発
信
の

実
施
▽
体
験
活
動
を
通
じ
た

非
認
知
能
力
の
育
成
▽
地
域

の
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
創
造
▽
想

い
を
繋つ

な

げ
る
会
員
拡
大
の
実

施
▽
創
立
60
周
年
に
向
け
て

想
い
を
繋
げ
る
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
創
造
―
の
五
つ
を
軸
と

し
て
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
２
０
２
５
年
度
は
、

(

一
社)

境
港
青
年
会
議
所

創
立
60
周
年
を
迎
え
る
記
念

の
年
に
な
り
ま
す
。
本
年
度

は
60
周
年
準
備
室
を
立
ち
上

げ
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
皆
様
へ
感
謝
の
想
い
を
伝

え
る
た
め
に
準
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
全
会
員
と
活
動

に
対
す
る
想
い
を
共
有
し
、

一
致
団
結
し
て
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

当
会
の
想
い
を
境
港
市
全
体

に
波
及
さ
せ
、
ま
ち
づ
く
り

の
更
な
る
発
展
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
想
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
様
の
ご
多
幸

と
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一緒に活動しませんか

ー 境港青年会議所 ー

ただいま会員募集中ただいま会員募集中ただいま会員募集中

　
私
た
ち
は
、
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
問

題
や
個
人
で
は
解
決
で
き
な

い
こ
と
で
も
、
若
さ
あ
ふ
れ

る
パ
ワ
ー
と
情
熱
を
持
っ
た

仲
間
が
集
ま
れ
ば
、
解
決
で

き
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
、
境
港

青
年
会
議
所
の
会
員
に
な
っ

て
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
活
動
を
企
画
・
運
営
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
メ
ン
バ
ー

一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
会
員
資
格
〉

●
年
齢
が
20
歳
以
上
で
、
38

歳
未
満
の
人

●
境
港
市
お
よ
び
境
港
近
郊

に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人

●
境
港
青
年
会
議
所
の
趣
旨

に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人

　
ご
興
味
の
あ
る
人
は
、
境

港
青
年
会
議
所
事
務
局(

☎

44
―
２
７
０
０)

へ
。
ま
た
、

当
青
年
会
議
所
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(

「
境
港
青
年
会
議

所
」
で
検
索)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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Click

物件情報公開中 !

S A N SU Y

鳥取県知事（12）第599号
鳥取県宅地建物取引業協会会員／全国宅地建物取引業保証協会会員

がんばれ受験生！合格祈願！

ことしも米子鬼太郎空港に山口県にある防府天満宮の「合格祈願特大絵馬」を設置します！

こちらは、ANAが米子鬼太郎空港から出発される受験
生の合格を祈願して設置するものです。
絵馬には願い口が備えられており、願い事を投函されま
すと、実際に防府天満宮に奉納されます。
受験生の皆様はもちろん、受験生のご家族の皆様も是
非、米子鬼太郎空港へ合格祈願にお越しください！

・設置期間：２０２４年１月１１日(木)～３月１４日(木)
・設置場所：米子鬼太郎空港　１階ＡＮＡカウンター前

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
㈽
里
岩
商
店
の
『
白
目
大

豆
」『
大
納
言
小
豆
』『
大
正

金
時
』
は
、
す
べ
て
〇
〇
〇

産
で
す
。
〇
〇
〇
に
当
て
は

ま
る
の
は
、ど
れ
で
し
ょ
う
」

と
い
う
も
の
で
、
正
解
は
①

の
「
北
海
道
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
長
山

美
和
子(
中
野
町)

▽
門
脇
清 正解と当選者

　
昨
年
12
月
18
日
に
米
子
鬼

太
郎
空
港
で
、
米
子
香
港
定

期
便
就
航
記
念
行
事
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
皮

切
り
に
２
月
26
日
ま
で
、
毎

週
４
便
の
定
期
便
が
就
航
し

て
い
ま
す
。
記
念
行
事
に
は
、

香
港
航
空
有
限
公
司
・
張チ

ャ
ン
ヨ
ウ有

強チ
ャ
ン

董
事
長
の
ほ
か
、
中
国
や

香
港
の
要
人
も
臨
席
し
、
こ

(

芝
町)

▽
山
田
智
恵
子(

湊

町)

▽
山
口
美
奈
子(

岬
町)

▽
村
上
勉(

渡
町)

賞
品
　
大
粒 

白
目
大
豆
１

㌔
㌘

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈽
里
岩
商
店

(

末
広
町)ペ

ン
を
置
い
て

　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、
開
館
し
て
か
ら
初
め
て

の
「
新
春
祭
り
２
０
２
４
in

境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

を
１
月
６
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
紅
白
餅
の
振
る

舞
い(

先
着
２
０
０
名)

や
、

か
に
汁
の
振
る
舞
い(

先
着

１
０
０
名)

、
地
元
飲
食
店

の
出
店
や
ス
イ
ー
ツ
・
ド
リ

ン
ク
・
地
酒
の
販
売
、
ガ
ラ

の
路
線
へ
の
強
い
期
待
が
伺

え
ま
し
た
。
米
子
ソ
ウ
ル
便

も
順
調
に
推
移
し
、
ク
ル
ー

ズ
客
船
も
昨
年
以
上
の
寄
港

予
定
が
入
る
な
ど
、
ど
ん
ど

ん
進
む
境
港
の
国
際
化
に
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
　

境夢みなと
ターミナル

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
ぎ
や
か
に

新
春
祭
り
２
０
２
４

１
月
６
日

ポ
ン
抽
選
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
、
新
春
ら
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　〝
タ
ツ
〟
年
企
画
「〝
タ
ツ
〟

年
さ
ん
大
集
合
‼
」
で
は
、

名
前
に
「
辰
、
竜
、
龍
」
が

つ
く
人
を
対
象
に
タ
ー
ミ
ナ

ル
マ
グ
カ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す(

お
名
前
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
身
分
証
を
ご

持
参
く
だ
さ
い)

。
合
わ
せ

て
、Ｘ(

旧Tw
itter)

で
「
お

年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
も
実
施
中
で
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
１
月
６
日
㈯
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時(

大
雪
警

報
な
ど
で
中
止
と
な
る
場
合

あ
り)

場
所
　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

ナ
ル(

境
港
市
竹
内
団
地)

参
加
費
　
無
料

　
詳
し
く
は
、
同
タ
ー
ミ
ナ

ル(

☎
46
―
０
６
８
８)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　あじよし(外江町)

１月11日㈭(当日消印有効)

あじよし(外江町)は、鳥取和牛をメインとし
たギフトセットを販売しています。このセッ
トには、鳥取いなば万葉牛ともう一品種のい
ずれかが入っているのですが、それは次のう
ちどれでしょう。(ヒントは、10ページ)

賞品  「鳥取和牛ギフトセット」　１名様

① 大山黒毛和牛
② 大山黒牛
③ 大山ルビー

14

商工会議所会員を招いて

招待席

紺色の暖簾が目印です

【事業所のあらまし】
代 表 者 	松本隆寛(まつもと・たかひろ)
所 在 地	 境港市松ヶ枝町9-3
T E L	 0859-46-0357
営業時間	 昼：11：00～15：00(海鮮丼は昼のみ)
	 夜：19：00～24：00
休 業 日	 火曜日(月・木曜日の夜)
事業内容	 海鮮料理店、ダイニングバー

着物の帯が鮮やかな店内

北

●
柏木商会

●
柏木商会

●
鬼太郎の里
わたなべ

●
鬼太郎の里
わたなべ

水木しげるロード

海鮮処 空島

○創業のきっかけ？…もともと、漁協職員や漁師として魚
に関わってきました。最近は、松江市のダイニングバー
の店長として、料理や接客の経験を積んできました。そ
の店のお客様から「境港市のおすすめの海鮮丼のお店
は？」と聞かれることが多かったのですが、どこも美味
しくて、おすすめなので悩むことが多かったのです。そ
こで「魚やカニで有名な境港市の海鮮丼ならここ！」と
思われる店を出したいと思い、2023(令和５)年10月に
当店を水木しげるロードの中心部にオープンしました。
○おすすめポイントは？…新鮮な食材にこだわった海鮮丼
はボリューム満点で、旬の魚を厳選して使用。魚のフラ
イなども、自家製で作っています。カウンターの椅子は、
着物の帯を使用していますので、海外のお客様をはじめ
皆さんから大好評。掘りこたつ式の座敷もあります。ご
要望があれば、松葉ガニやベニズワイガニも用意します。
○お客様は？…松江市、出雲市、米子市からのお客様が多
く、境港市の皆さんも少しずつ増えてきました。夜の営
業もしており、店やお酒、そして私自身を気に入っても
らい、来店していただいています。
○今後の事業展開（展望）？…料理人として信念をもち、初
心を忘れずに新しいメニューを増やし、現在利用してい
ない2階もお客様が利用できるスペースにしていきたいと
思っています。
○一言PR！…元・漁協職員、元・カニ船船員、元・ダイ
ニングバー店長の目利きと、根性と、気さくな感じの性
格を生かし、皆さんに喜んでいただける店にしたいと考
えています。お一人でも、ご家族でもご来店いただけま
す。「海鮮丼なら海鮮処	空島！」そんな印象深い店にな
りたいです。スタッフ一同、皆様のご来店を心からお待
ちしています。

海鮮処 空
そら

島
じま
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